
デジタルサウンドプロジェクター

取扱説明書

ヤマハ製品をお買い上げいただきまして、まことにありがと
うございます。
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本機でできること

必ずはじめに「安全上のご注意」をお読みください（80 ページ～ 84 ページ）

何を楽しむ？

　
テレビ放送を
　　　　楽しみたい

ブルーレイディスクで
　　映画を楽しみたい

準　備 付属品を確認する 

接続・基本的な設定

チューナーを接続する
（衛星放送・ケーブル
テレビを見る場合）

ブルーレイディスク
レコーダーを接続する

テレビのリモコンで本機を操作する
（HDMIコントロール機能）　 

再　生 再生の基本手順 

5ページ

19ページ 18ページ

28ページ

30ページ

いろいろな機能

HDMIコントロール（リンク）機能 テレビリモコンリピーター機能

ユニボリューム機能 インテリビーム

システムメモリー エコ機能

28ページ 13ページ

38ページ 22ページ

27ページ 39ページ
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　ゲームを
　　　　楽しみたい

USB接続して
iPodやUSB機器の
　　　曲を楽しみたい

（YSP-4300のみ）

無線接続して
　iPodやパソコンの
　　曲を楽しみたい

FM放送を
　　　　楽しみたい

（YSP-4300のみ）

設置する 　　　　　　　　　リモコンを準備する 

本機とテレビを接続する 

ゲーム機を接続する FMアンテナを
接続する

最適なサラウンド効果を自動で設定する（インテリビーム） 

iPodやUSB機器の
再生

iPodやパソコンの
再生

FM放送を聴く

12ページ 16ページ

18ページ

19ページ 20ページ

22ページ

48ページ 46ページ 42ページ

シネマDSP ミュージックエンハンサー

ターゲット再生 iPodやパソコンのワイヤレス再生

iPodやUSB機器の再生ー USB接続
（YSP-4300のみ）

FM放送（YSP-4300のみ）

32ページ 31ページ

37ページ 46ページ

48ページ 42ページ
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はじめに
は
じ
め
に

本書の記載について
• 本書では、本体とリモコンのどちらでも操作できる場合は、リモコンでの操作を中心に記載しています。
• 本書は iPod、iPhone、iPadを総称して「iPod」と表記しています。説明文に限定する記載がない場合、「iPod」
という表記は iPod、iPhoneおよび iPadを意味します。

• yでは、知っておくと便利な補足情報を記載しています。
• では、安全に関する重要な注意事項と操作方法を記載しています。
• センターユニットのイラストは YSP-CU4300を使っています。説明上必要な場合は、YSP-CU4300および

YSP-CU3300のイラストを併載しています。

ご注意
付属品の確認
再
生

設
定

困
っ
た
と
き
は

付
録

安
全
上
の
ご
注
意

ご使用になる前に、付属品がすべてそろっていることを確認してください。1) 

センターユニット（YSP-CU4300）

ワイヤレスサブウーファー
（NS-WSW160）

 YSP-4300の構成
センターユニット（YSP-CU3300）

ワイヤレスサブウーファー
（NS-WSW160）

 YSP-3300の構成

USBケーブル
（0.3m）

リモコン

センターユニット用
スペーサー（2個）

光ファイバーケーブル
（1.5m）

単 4乾電池
（2本）

取扱説明書（本書）

簡易マイクスタンドインテリビームマイク
（6m）

簡易接続・操作ガイド サラウンド確認用 DVD サラウンド確認用
DVD説明書

トランスミッター
（YIT-W12TX）

FM簡易アンテナ
（YSP-4300のみ）

 YSP-CU4300/YSP-CU3300の付属品

付属のケーブルは、接続状況によって余る場合があります。
1) y
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各部の名称とはたらき
1 リモコン受光部
本機のリモコンの赤外線信号を受信します（☞10
ページ）。

2 テレビリモコン受光部
TVリモートリピーター機能がオンのときに、テ
レビのリモコンの赤外線信号を受信します。
（☞13 ページ）。

3 無線モジュール
無線信号を受信／送信します。受信／送信の妨げ
になるので、無線モジュールの前に金属製品を置
かないでください。

4 フロントパネルディスプレイ
再生の状態や設定値などを表示します（☞9 ページ）。

5 USB端子（YSP-4300のみ）
USB機器を接続します（☞48、54 ページ）。

6 SURROUND
サラウンド

表示
入力信号に合わせて点灯します。

7 STATUS
ステータス

表示
本機の電源がオンのときに点灯し、スタンバイの
ときは消灯します。

8 INPUT
インプット

キー
再生する機器を選択します（☞30 ページ）。

9 VOLUME
ボリューム

（＋／－） キー
音量を調節します（☞30 ページ）。

0 （電源）キー
電源のオン／スタンバイを切り替えます。

センターユニットのフロントパネル（前面・上面）

1 2 3 4 5 67

8 9 0

4 6 7

8 9 0

1 2 3

YSP-CU4300

YSP-CU3300

表示の色 入力信号
青 サラウンド音声信号

（ドルビー TrueHD、ドルビーデジタルプ
ラス、DTS-HDマスターオーディオ、
DTS-HDハイレゾリューション、マルチ
チャンネルリニア PCM）1)

オレンジ 上記以外のサラウンド音声信号 1)

消灯 無信号またはステレオ／モノラル音声信号

本機はスタンバイのときも、HDMI信号を検知
したり、リモコンからの赤外線信号を受信する
ために、少量の電力を消費しています。

ご注意

付属のサラウンド確認用 DVDを再生した場合は、ドルビーデジタル信号を入力するとオレンジで点灯し、マルチチャ
ンネルリニア PCMを入力すると青で点灯します。

1) y
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各部の名称とはたらき

再
生

は
じ
め
に

設
定

困
っ
た
と
き
は

付
録

安
全
上
の
ご
注
意

1 FMアンテナ端子（YSP-4300のみ）
FMアンテナを接続します（☞ 20 ページ）。

2 インテリビームマイク端子
付属のインテリビームマイクを接続します（☞23
ページ）。

3 アナログ入力端子
外部機器とアナログ接続します（☞19 ページ）。

4 デジタル入力 AUX端子
外部機器と同軸デジタル接続します（☞19 ペー
ジ）。

5 IR出力端子
メンテナンスやサービスに使います。通常は使い
ません。

6 HDMI出力（ARC）端子
テレビやモニターとHDMI接続します
（☞18 ページ）。

7 HDMI入力端子
ブルーレイディスクレコーダー（BDレコーダー）
やCATV、CS放送チューナー、ゲーム機などと
HDMI接続します（☞18、19 ページ）。

8 RS-232C端子
メンテナンスやサービスに使います。通常は使い
ません。

9 デジタル入力 TV、光デジタル端子
外部機器と光デジタル接続します（☞18、19 ペー
ジ）。

0 テレビリモコンリピーター
センターユニットがテレビのリモコン受光部を
隠してしまう場合は、センターユニット前面でテ
レビのリモコン信号を受信し、テレビリモコンリ
ピーターを使ってテレビに伝達します（☞13
ページ）。

A 電源コード
ACコンセントに接続します（☞18 ページ）。

センターユニットのリアパネル（背面）

1 2 3 4 5

6 7 8 9

0 A
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各部の名称とはたらき
1 グループ IDスイッチ
センターユニットとサブウーファーが無線で接
続されると、サブウーファーから音が出ます
（AirWired）。無線で接続するには、センターユ
ニット、および付属のトランスミッター
（YIT-W12TX）と同じグループ IDにします（☞20
ページ）。

2 LINK
リンク

表示
無線接続の状態を示します（☞20 ページ）。

3 放熱部
サブウーファー内部に生じた熱を放出します。布
などで放熱部を覆わないように注意してくださ
い。

4 電源コード
ACコンセントに接続します（☞20 ページ）。

サブウーファーのリアパネル（背面）

A
B
C

1
2
3

LINK

A
B
C

1
2
3

LINK

1

2

4

3
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各部の名称とはたらき

再
生

は
じ
め
に

設
定

困
っ
た
と
き
は

付
録

安
全
上
の
ご
注
意

1 再生インジケーター（YSP-4300のみ）
USB端子に接続した iPodやUSB機器の曲を再
生しているときに点灯します（☞48、54 ページ）。

2 DUAL
デュアル

インジケーター
BS／CS／地上デジタルの音声多重放送が入力
されているときに点灯します（☞38 ページ）。

3 TARGET
ターゲット

インジケーター
ターゲット再生のときに点灯します（☞37 ペー
ジ）。

4 チューナーインジケーター（YSP-4300のみ）
FM放送を受信しているときに点灯します（☞42
ページ ）。

5 REPEATER
リピーター

インジケーター
テレビリモコンリピーター機能がオンのときに
点灯します（☞11 ページ）。

6 ワイヤレスインジケーター
TX 付属のサブウーファーとの通信が確立して

いるときに点灯します（☞20 ページ）。
RX 付属のトランスミッターとの通信が確立し

ているときに点灯します （☞46 ページ）。

7 VOLインジケーター
現在の音量を表示します（☞30 ページ）。

8 HDMIインジケーター
HDMI信号を入力しているときに点灯します。

9 CINEMA
シネマ

 DSPインジケーター
シネマDSP音場プログラムを使って再生してい
るときに点灯します（☞32 ページ）。

0 UNIVOLUME
ユニボリューム

インジケーター
ユニボリュームがオンのときに点灯します（☞38
ページ）。

A ENHANCER
エンハンサー

インジケーター
ミュージックエンハンサーがオンのときに点灯
します（☞31 ページ）。

B マルチインフォメーションディスプレイ
再生する機器の入力名やサラウンドなどの設定
を表示します（☞39 ページ）。また、設定値など
の情報をアルファベットや数字で表示します。

フロントパネルディスプレイ 1)

21 3 4 56 7

8 9 0 A B

エコ機能がオンになっていると、フロントパネルディスプ
レイは消灯し、操作したときだけ点灯します。

1) y
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各部の名称とはたらき
1 ビームキー
音声ビームの出力方法を切り替えます（☞35
ページ）。

2 エンハンサーキー
ミュージックエンハンサーのオン／オフを切り
替えます（☞31 ページ）。

3 入力選択キー
再生する機器を選択します（☞30 ページ）。

4 シネマ DSPキー
サラウンド再生時にシネマDSP音場プログラム
を選択します（☞32 ページ）。

5 サラウンドキー
サラウンド再生に切り替えます（☞32 ページ）。

6 ／ ／ ／ キー、決定キー
設定を変更します（☞58 ページ）。

7 設定キー
設定メニューに入ります（☞58 ページ）。

8 オプションキー
入力ソースごとの設定（オプションメニュー）に
入ります（☞40 ページ）。

9 ターゲットキー
ターゲット再生になります（☞37 ページ）。

0 サブウーファー（＋／－）キー
サブウーファーの音量を調節します。

リモコン

1

I

H

J

K

L

M

N

O

P

Q

2

3

4

5

C

6

7

8

9

0

A

B

E

F

G

D

赤外線信号送信部

O

P
E

G

YSP-3300
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各部の名称とはたらき

再
生

は
じ
め
に

設
定

困
っ
た
と
き
は

付
録

安
全
上
の
ご
注
意

A 消音キー
一時的に消音します（☞30 ページ）。

B システムメモリーキー
インテリビームの測定結果やスピーカーレベル
などの設定を保存します（☞27 ページ）。

C FMキー（YSP-4300のみ）
本機の入力をFMにします。

D チューナー操作キー（YSP-4300のみ）
FM放送局を選ぶときや、登録するときに操作し
ます（☞42 ページ）。

E CHレベルキー
再生中に音量バランスを調節します（☞31 ペー
ジ）。

F USBキー（YSP-4300のみ）
本機の入力をUSBにします（☞48 ページ）。

G 再生操作キー
• YSP-4300 のみ：iPod や USB 機器の曲を操
作します（☞46 ページ）。

• D音声多重キー：デジタル音声多重の設定を切
り替えます（☞38 ページ）。

H トランスミッションインジケーター
リモコンを操作したときに点灯します。

I 電源（ ）キー
電源のオン／スタンバイを切り替えます（☞30
ページ）。

J ステレオキー
ステレオ再生に切り替えます（☞31 ページ）。

K 戻るキー
ひとつ手前のメニュー表示に戻します。

L 表示キー
フロントパネルディスプレイに表示する情報を
以下のように切り替えます。
• Input：入力名
• Beam：音声ビームの設定（ステレオ、ビームス
テレオ、ターゲットまたはサラウンド再生）

• Decoder：使用中の音声信号デコーダー
• DSP Program：シネマ DSPの音場プログラ
ム（サラウンド再生時のみ）
表示される内容は、入力によって異なります
（☞39、51、53、56 ページ）。

M ユニボリュームキー
ユニボリューム機能のオン／オフを切り替えま
す（☞38 ページ）。

N 音量（＋／－）キー
音量を調節します（☞30 ページ）。

O ECOキー
エコ機能のオン／オフを切り替えます（☞39
ページ）。

P テレビリモコンリピーターキー
テレビリモコンリピーター機能のオン／オフを
切り替えます（☞13 ページ）。

Q iPodコントロール（YSP-4300のみ）
テレビに iPodのブラウズ画面／再生画面を表示
させるときに押します（☞51 ページ）。

デモ機能
１チャンネルにダウンミックスした音声をビー
ム化し、左右に水平移動させながら出力します。
本機からビームがどのように出力されているか
体感できます。
デモ機能を動作させるには、以下のように操作
します。
1 リモコンのターゲットキーを押す。
2 シネマDSPの切キーを押す。
フロントパネルディスプレイに「AUTO 
DEMO」と表示されデモが始まります。
デモを終了するには、もう一度シネマDSPの切
キーを押します。ターゲット再生に戻ります。
11 Ja



設置

十分なサラウンド効果を得るため、家具などの障害物がビーム経路と重ならない場所に設置してください
（☞14 ページ）。設置場所によっては、先に外部機器（テレビなど）と接続したほうがよい場合があります。
「接続」（☞17 ページ）をご覧ください。

テレビの前面に人感センサーなど各種のセンサーや、3Dグラス用の発信部がついていることがあります。セ
ンターユニットがそのセンサーや発信部を隠すことがありますが、その場合はテレビとセンターユニットの
距離を離してください。

センターユニット
• 左右の壁の中央に設置してください。
• テレビの前にテレビのスタンドをまたぐように設
置してください。
テレビのリモコン受光部を隠してしまう場合は、
「テレビリモコンリピーター機能」を使います
（☞13 ページ）。
テレビのスタンドが高くてまたげない場合は、セ
ンターユニットの高さを上げます（☞13 ページ）

• 視聴位置となるソファーなどが本機の正面になる
ように設置してください。

• センターユニットと視聴位置の間は 1.8m 以上離
してください。

サブウーファー
• 壁の反射を防ぐために、サブウーファーの正面を
少し内側に向けてください。

• ラックに設置する場合は、十分な放熱スペースと
強度のあるものをお使いください。

• 本機のセンターユニットとサブウーファーは無線
で通信します。センターユニットとサブウー
ファーのあいだに金属板があったり、金属製の
ラックにサブウーファーを置いたりするとサブ
ウーファーの性能が十分に発揮されないことがあ
ります。

• 横置きにもできます（☞14 ページ）。

本機は音声ビームを壁に反射させてサラウンドを実現するという特性上、以下のような環境では十分なサラ
ウンド効果が得られなかったり、まったく得られない場合があります。
• ビーム経路上に壁がない部屋
• 壁の材質が吸音素材でできている部屋
• 部屋の大きさが幅 3m～ 7m、奥行き 3m～ 7m、
高さ 2m～ 3.5mにあてはまらない部屋

• 本機から視聴位置までの距離が 1.8m未満の場合

• ビーム経路上に出っ張った家具などの障害物があ
る部屋

• 壁に近いところに視聴位置がある場合
• 視聴位置が本機の正面にない場合

推奨する設置

ご注意
• 本機の設置には、十分な放熱スペースが必要です。
－センターユニットの上部と後部に 5cm以上、左右に 1cm以上
－サブウーファーの上部、後部および左右に 20cm以上
また、サブウーファーの放熱部（背面）を布なので覆わないでください。

• 地震などの振動やお子様の接触などで本機が落下しないように設置してください。
• ブラウン管式テレビなど、熱を出すものの上へは直接設置しないでください。
• 万一テレビに色ムラなどが生じるときは、テレビと本機の距離を離してご使用ください。

センターユニット サブウーファー

音声ビームでサラウンドを視聴するのが難しい部屋の条件
12 Ja
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サラウンドで視聴するのが難しい部屋（☞12 ページ）でも、マイサラウンド機能により豊かなサラウンドを
楽しむことができます。詳しくは「サラウンドの音声出力方法を切り替える」（☞34、35 ページ）をご覧く
ださい。

センターユニットでテレビのリモコン受
光部が隠れてしまうと、テレビのリモコン
で操作できないことがあります。このよう
な場合は、本機のリモコンのリモコンリ
ピーターキーを3秒以上押して、テレビリ
モコンリピーター機能をオンにします。フ
ロントパネルディスプレイのREPEATER
インジケーターが点灯します。
テレビのリモコンをセンターユニットの
リモコン受光部に向けて操作すると、受信
した信号を背面のテレビリモコンリピー
ターからテレビに転送します。
本機がスタンバイのときでも、テレビのリ
モコンの信号はテレビに転送されます。

テレビのリモコンが赤外線信号を使用している場合のみ、この機能を利用できます。

多くの場合、センターユニットはテレビのスタンドをまたいで設置できますが、センターユニットの高さが
足りない場合はスペーサーを取り付けます。左右両方のスペーサーを取り付けてください。

スペーサーの取りはずし方
スペーサーをまっすぐ上に引き抜きます。

部屋の条件を問わずにサラウンドを楽しむ（マイサラウンド機能）

センターユニットの設置によりテレビのリモコンが効かないとき
（テレビリモコンリピーター機能）

テレビの
リモコン受光部

テレビリモコンリピーター

テレビのリモコン

ご注意

センターユニットがテレビのスタンドをまたげないとき
（センターユニットの高さを上げる）

スペーサー

凸部

取り付け穴

スペーサー裏側の凸部を、センターユニット底面の取り
付け穴に合わせて押し込む。

センターユニット底面

まっすぐに引き抜く
13 Ja



設置
サブウーファーをラックに設置する場合など、横置
きにできます。

本機は下図のように音声をビーム化して出力しま
す。十分なサラウンド効果を得るために、下図のよ
うに家具などの障害物がビーム経路と重ならない場
所に設置してください。
本機を壁と平行に設置する場合には、できるだけ左
右の壁の中央に設置し、本機が左右どちらかの壁に
近づきすぎないようにしてください。
本機を部屋のコーナーに設置する場合には、本機と、
隣接する壁との角度が40°～50°の間におさまるよ
うに設置してください。

サブウーファーを横置きにする

脚部とシートを
取りはずす

反時計回りにまわす

シートと脚部を
取り付ける

時計回りに
まわす

脚部

シート

設置位置のポイント

家具などの
障害物

壁と平行に設置
〔5ビームモードに設定した場合〕

40°～ 50°

家具などの障害物

コーナーに設置
〔ST＋ 3ビームモードに設定した場合〕
14 Ja
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壁と平行に設置する場合の本機の位置

視聴位置と本機の位置

変則的な形の部屋に設置する場合

できるだけ左右の壁の
中央に設置する

できるだけ
視聴位置の
正面に
設置する

1.8m
以上

1.8m
以上

ビームが壁に反射できる
ように設置する

壁がある場合

ビームが壁に反射できる
ように設置する

壁ではなく、長い廊下が続いている場合
15 Ja



設置
リビングへの設置例

リモコンの準備
電池を入れる前やリモコンを使う前に、「安全上のご注意」の「電池」（☞80 ページ）および「リモコン」
（☞83 ページ）をよくお読みください。

• 通常テーブルなどは音声ビームを通すため、障害
にはなりません。また、壁に設置した戸棚などは
音を反射します。

• 右図のような部屋の場合、自動設定（☞22 ページ）
の後に右チャンネルの位置を調整することでさら
に正確なサラウンド感を得ることができます。
（☞61 ページ）

• カーテンは音を吸収するため、開けたときと閉め
たときで音の特性が変わります。メモリー機能を
使うことで、それぞれの状態に最適な設定を保存
できます。（☞27 ページ）

家具などの障害物

電池を入れる

ツメを引いて
開ける

単 4乾電池
2本（付属）

凸部を
差し込んで
閉める

操作範囲

6m以内
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本機にテレビとブルーディスクレコーダーやゲーム機などを接続すると、音と映像は下図のように伝達され
ます。

音声信号

映像信号

音声・映像信号

本機：テレビ番組やブルーレイディスクなどの音を再生

ブルーレイディスク
レコーダー

CATV、CS放送チューナー
（HDMI非対応） テレビ：テレビ番組や

ブルーレイディスク
レコーダーなどの映像を再生

ゲーム機（HDMI対応）

HDMIケーブル

HDMIケーブル

光ファイバーケーブル
ビデオピンケーブル

HDMIケーブル

光ファイバーケーブル
オーディオリターンチャン
ネル（ARC）（☞18 ページ）
に対応していないテレビを
接続する場合に使います。
17 Ja



接続
テレビ、ブルーレイディスクレコーダーを接続する
ケーブルは以下の順番で接続してください。

1 HDMI ケーブル（別売）
ブルーレイディスクのデジタ
ル映像・音声を本機に入力し
ます。

2 HDMIケーブル（別売）
ブルーレイディスクのデジタ
ル映像をテレビに映します。

3 光ファイバーケーブル
（付属）
テレビのデジタル音声を本機
で再生します。

• 電源コードは、すべての接続が完了してから接続してください。
• ケーブルのプラグや端子が破損する原因となりますので、プラグを差し込むときに強い衝撃をあたえ
ないようにしてください。

HDMI入力
1 2 3 光デジタル

音声出力

HDMI
出力

12 3

テレビ

ブルーレイディスク
レコーダー

1. キャップをはずす

2. プラグの向きを確認する

AC100Vコンセントへ

映像信号

音声信号

1)

オーディオリターンチャンネル（ARC）対応のテレビの
場合
• HDMIケーブルはテレビのオーディオリターンチャン
ネル対応端子（「ARC」などの表示のある端子）に接
続してください。この場合、光ファイバーケーブルの
接続は必要ありません。

• 本機の ARCを有効にするには、HDMIコントロール
機能をオンにしてください（☞63 ページ）。

オーディオリターンチャンネル（ARC）とは？
テレビの出力するデジタルオーディオ信号を、HDMIケー
ブルを通して本機へ伝送する機能です。この機能により、
テレビから本機へ接続する光ファイバーケーブルを省略
することができます。

1) y
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ゲーム機や CATV、CS放送チューナーなどを接続する
外部機器（例） 接続ケーブル

HDMI
対応

1 CATV、CS放送チューナー HDMIケーブル（別売）
2 ゲーム機 HDMIケーブル（別売）
3 ゲーム機 HDMIケーブル（別売）

HDMI
非対応

4 CATV、CS放送チューナー 光ファイバーケーブル（付属）
ビデオピンケーブル（別売）

5 ゲーム機 ステレオピンケーブル（別売）
ビデオピンケーブル（別売）

2 

テレビ

2)

映像信号

音声信号

3 1 

4 

5 

AC100Vコンセントへ

同軸デジタル出力端子がある機器を追加する場合は、市販
のデジタル音声ピンケーブルで本機のデジタル入力 AUX
（同軸デジタル）端子と接続してください。

2) y
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接続
FMアンテナを接続する（YSP-4300のみ）
付属のFM簡易アンテナをFMアンテナ端子に接続します。

サブウーファーを無線接続する
本機のサブウーファー（NS-WSW160）はセンター
ユニットと無線で接続されます（AirWired）。
無線で接続するには、センターユニット、サブウー
ファー、および付属のトランスミッターを同じグ
ループ IDにします。これらの機器のグループ IDは
あらかじめ「A1」になっているので（初期設定）、サ
ブウーファーの電源コードをACコンセントに接続
するだけで、センターユニットと無線で接続されま
す。
無線で接続されるとLINK表示が点灯し、サブウー
ファーの電源がオンになります。

センターユニットの電源をスタンバイにすると、サ
ブウーファーの電源がオフになり、LINK表示は消灯
します。

FM簡易アンテナ

グループ IDの詳細については、21 ページをご覧く
ださい。

y ヒント

A
B
C

1
2
3

LINK

A
B
C

1
2
3

LINK

グループ IDスイッチ
初期設定：A1

LINK表示

点滅：接続準備中
点灯：接続

AC100Vコンセントへ
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無線接続のしくみ
センターユニット、サブウーファー、および付属の
トランスミッターは、ヤマハ「AirWired」技術によ
り無線接続されます。これにより、サブウーファー
は配線を気にせず設置できるようになり、iPod、パ
ソコンなどの曲をワイヤレスで簡単にお楽しみいた
だけるようになりました。

テレビやブルーレイディスクレコーダーなどを視聴
するときは、センターユニットから音声信号を送信
し、サブウーファーが受信します。トランスミッター
を使って iPodやパソコンの曲を聴くときは、トラン
スミッターから音声信号を送信し、センターユニッ
トおよびサブウーファーが受信します。

機器どうしを無線で接続するには、「グループ ID」を
一致させる必要があります。
センターユニットとサブウーファー、および付属の
トランスミッターのグループ IDは「A1」に初期設定
されているので、グループ IDを変更することなくそ
のままお使いいただけます。

センターユニット、サブウーファー、およびトラン
スミッターのグループ IDの種類には、A1～A3、B1
～B3、C1～C3があります。
A1～A3およびB1～B3：音声の遅れがC1～C3よ
り小さいです。
C1～C3：パソコンの曲を再生するときに使います
（☞47 ページ）。
本機およびトランスミッターの近くにあるAirWired
対応ヤマハ製機器と無線接続しない場合は、別のグ
ループ IDに設定してお使いください。

グループ IDを変更する
センターユニット
設定メニューの「グループ ID」で変更します（☞64
ページ）。

サブウーファー
サブウーファー背面のグループIDスイッチで切り替
えます（☞20 ページ）。

トランスミッター
トランスミッター側面のグループIDスイッチで切り
替えます（☞47 ページ）。

メニュー画面をテレビに表
示させる
メニュー画面などを
テレビに表示させる
ことで、視覚的に操作
を進められます。
テレビのリモコンの
入力切り替えボタン
で本機からの入力に
してください。
本機とテレビを下図
のように接続したと
きは、入力切り替えボ
タンで「HDMI 1」を選びます。

メニュー表示を確認する
設定キーを押すと、設定メニューがテレビに表示さ
れます。HDMIの入力信号があるときは、映像の上
にメニューが表示されます。設定キーをもう一度押
すと、設定メニューが終了します。

グループ IDの種類

テレビのリモコン（例）

入力
切り替え

HDMI入力
1 2 3

テレビ

本機

▲　　　　　　　　��

インテリビーム
水平角度
ビーム経路長
焦点距離
Ｌｃｈ/Ｒｃｈ位置調整
チャンネル出力
▼

設定メニュー
▲　　　　　　�

ビーム
サウンド
ＨＤＭＩ
ＡｉｒＷｉｒｅｄ
表示
情報表示
▼

設定メニュー（☞58 ページ）はテレビのみに表示さ
れます。フロントパネルディスプレイには表示され
ません。

ご注意
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はじめて使うときの設定
サラウンド効果を自動設定
する（インテリビーム）
部屋の形状と大きさ、本機が設置されている場所な
どは、ご家庭によってさまざまです。本機を最適な
視聴空間でご利用いただくためには、最初に各チャ
ンネルの設定を調節する必要があります。
本機には、各チャンネルの設定を自動的に調節する
「インテリビーム」が搭載されています。「インテリ
ビーム」には、「ビーム調整」および「音質調整」の
2つの機能があります。
「ビーム調整」は、部屋の形状や大きさなどに応じて、
各チャンネルのビーム角度を最適な設定値に調節す
る機能です。
「音質調整」は、部屋の音響特性などを測定し、各チャ
ンネルの音色を最適な設定値に調節する機能です。
本機は、付属のインテリビームマイクを使用して、この
2種類の設定を自動的に調節することができます。1)

• 簡易マイクスタンド（付属）や三脚を利用して、マ
イクをできるだけ視聴時の耳の高さとなる位置に
設置してください。

• マイクは床と水平になるように置いてください。

ソファーの背もたれなど、マイクと壁の間に障害物
がある場合には、障害物を移動したり、マイクをよ
り高い場所に設置してください。壁に接している家
具は壁と見なしますので、障害物ではありません。

• 部屋の環境が「音声ビームでサラウンドを視聴
するのが難しい部屋の条件」（☞12 ページ）に記
載されている項目にあてはまる場合は、測定が
正しくできないことがあります。このような部
屋でも、マイサラウンド機能により豊かなサラ
ウンドを楽しむことができます。詳しくは「サ
ラウンドの音声出力方法を切り替える」（☞34、
35 ページ）をご覧ください。

• インテリビームマイクは、延長ケーブルを使っ
て接続しないでください。測定が正しく行われ
ないことがあります。

• 自動設定が終わったら、インテリビームマイク
をインテリビームマイク端子からはずして保管
してください。

• インテリビームマイクは熱に弱いため、直射日
光が当たる場所や AV機器の上など高温になる場
所には置かないでください。

ご注意

• 本機にインテリビームマイクを接続すると自動的に
「ビーム調整＋音質調整」の測定画面が表示されます。
また、設定メニューから「ビーム調整」と「音質調
整」を個別に選ぶこともできます（☞25 ページ）。

• 自動設定されたデータは 3種類までメモリーに保存す
ることができます（☞27 ページ）。部屋の状況に合わ
せてデータを保存し、ご使用の際に設定を切り替える
と便利です。

1) y

インテリビームマイクを設置する

インテリビームマイクを視聴位置に設置
する。

簡易マイクスタンドの組立て方法

1 2

3

5

4

はずす

差し込む

差し込む

切り欠きに通す

マイクを水平に置く
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測定する

インテリビームマイク マイクの上限位置

本機の設置高さ
1m以内

1m以内

視聴位置簡易マイクスタンド

1.8m以上 マイクの下限位置

本機の
中心線上 マイクの

位置

簡易マイクスタンド

• 測定中は大きなテスト音が出力されます。小さ
なお子様が部屋にいる場合や部屋に入ってくる
可能性がある場合は、自動設定機能を使用しな
いでください。聴覚障害などの原因となる場合
があります。

• 壁にカーテンやブラインドなどがかかっている
部屋では、ビーム設定が正確に行われないこと
があります。そのような部屋で測定する場合、
以下の手順で設定することをおすすめします。
1カーテンやブラインドを開ける　2「ビーム
調整」をする（☞25 ページ）　3カーテンやブ
ラインドを閉める　4「音質調整」をする
（☞25 ページ）

• エアコンなど動作音を発生する機器がある場合
は、電源を切ってください。

ご注意

1 本機とテレビの電源をオンにする。

2 テレビの入力を本機からの映像に切り替
える（☞21 ページ）。

3 インテリビームマイクを本機背面のイン
テリビームマイク端子に接続する。

インテリビームマイクを接続すると、以下の
画面になります。2)

インテリビームマイク

簡易マイクスタンド

自動設定（確認・準備）

マイクを接続してください。
マイクを本体の正面で１．８ｍ以上離し、
正しい高さに設置してください。
測定にはおよそ３分かかります。
決定を押したら部屋から出てください。

［決定］：開始
［戻る］：中止

次の手順を実行したあと、部屋から出てください。
部屋の中にいると、ビーム経路を遮ってしまったり、
マイクが声や音を拾ってしまったりして、最適な設
定が行われない場合があります。

ご注意

自動的に「ビーム調整＋音質調整」が選択されます。「ビー
ム調整」のみ、または「音質調整」のみを行う場合は、「設
定メニューから自動設定する場合」（☞25 ページ）をご覧
ください。

2) y
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／

戻る

決定

電源（　）

システム
メモリー

• 測定中は部屋の外でお待ちください。
測定開始後に部屋の中にいると、ビーム経路を遮って
しまったり、マイクが声や音を拾ってしまったりし
て、最適な設定が行われない場合があります。

• 測定開始から終了まで、約 3分かかります。
• 測定中に自動設定を中止したい場合は、戻るキーを押
してください。

エラー音（ブザー音）が鳴ったときは、画面のエラーメッ
セージを確認し、「エラーメッセージが表示されたら」
（☞25 ページ）をご覧ください。
•「環境チェック　:エラー」と表示された場合は、正確
に測定されていない可能性があります。「エラーメッ
セージ一覧表」（☞26 ページ）の「エラー E-1」の原
因と対策を確認し、戻るキーを押してから、測定し直
すことをおすすめします。

•「ビームモード：5ビーム」と表示された場合でも、部
屋の状況によっては、フロントビームとサラウンド
ビームが同じ角度に設定されることがあります。

1) y 2) y

4 決定キーを押して測定を開始し、10秒以
内に部屋の外に出る。1)

測定が終了すると終了音（チャイム音）が出力
されます。2)

5 決定キーを押す。3)

測定結果を本機に設定します。

• 設定された測定結果は、電源を切っても初
期設定値には戻りません。ただし、自動設
定をやり直したり、詳細設定で設定値を変
更した場合は、設定結果が上書きされます。 

• システムメモリーキーを押して、複数の測定
結果を保存することもできます（☞27 ペー
ジ）。

１０秒後に測定を開始します。

部屋から出てください。

－－－－－－－－－－

自動設定開始

［戻る］：中止

測定中の項目にした
がって、画面が自動的
に切り替わります。

環境チェック　：完了
ビームモード　：５ビーム／プラス２

測定結果

測定が終了しました。

［決定］：設定する　
［戻る］：設定しない

（約 3分後）

自動設定終了

マイクを外してください。

［システムメモリー］キーを押すと
設定がメモリーに保存されます。
24 Ja



はじめて使うときの設定

再
生

は
じ
め
に

設
定

困
っ
た
と
き
は

付
録

安
全
上
の
ご
注
意

テレビ画面にエラーメッセージが表示された場合
は、「エラーメッセージ一覧表」（☞26 ページ）で原
因を確認し、問題を解決してから以下のように測定
をやり直してください。
「エラー E-1」の場合
決定キーを押して測定をやり直してください。
キーを押して測定を続行することもできます。
「エラー E-7」の場合
電源（ ）キーを押して本機をスタンバイにしたあ
と、再び電源を入れて測定してください。
「エラー E-9」の場合
1 サブウーファーが無線接続されているかを確認
する（☞20 ページ）。

2 戻るキーを押す。
「インテリビーム」のメニューが表示されます。

3 「ビーム調整＋音質調整」、「ビーム調整」、または
「音質調整」を選び、 キー 5)を押す。

4 手順 4、5、6 にしたがい測定をやり直す（☞24
ページ）。

「エラー E-2」から「エラー E-6」の場合
1 戻るキーを押す。
「インテリビーム」のメニューが表示されます。

2 「ビーム調整＋音質調整」、「ビーム調整」、または
「音質調整」を選び、 キー 5)を押す。

3 手順 4、5、6 にしたがい測定をやり直す（☞24
ページ）。

6 マイクをはずす。

「自動設定終了」画面が消えます。4)

マイクは大切に保管してください。

設定メニューから自動設定する場合

1 インテリビームマイクを視聴位置に置
き、設定キーを押す。

インテリビームマイクの置きかたについて
は、「インテリビームマイクを設置する」（☞22
ページ）をご覧ください。

2 ／ キーで「ビーム」を選び、 キー5)

を押す。

3 ／ キーで「インテリビーム」を選び、
キー 5)を押す。

4 ／ キーで次の選択項目の中からいず
れかを選び、 キー 5)を押す。

選択項目：
「ビーム調整＋音質調整」
購入後、初めて設定する場合に選択します。測
定開始から終了まで約3分です。
「ビーム調整」
ご利用の環境に合わせてビーム角度のみ設定す
る場合に選択します。測定開始から終了まで約
1分です。

「音質調整」
音質、音量バランス、音が聞こえるタイミング
を設定する場合に選択します。測定開始から終
了まで約2分です。
「音質調整」はビーム角度を設定したあとで実行
してください。カーテンの開閉後、またはビー
ム角度を「ビーム調整」で調節したあとなどに
使います。

5「自動設定（確認・準備）」画面が表示されたら、インテリビームマイクを接続する。

インテリビームマイクの接続については「測
定する」（☞23 ページ）をご覧ください。

6「測定する」の手順 4、5、6 にしたがい
設定をしたあと、マイクをはずす。 

エラーメッセージが表示されたら

測定結果を設定しない場合は戻るキーを押してください。 設定メニューから自動設定を行った場合は、設定メニュー
のメニュー選択画面に戻ります。

キーのかわりに決定キーを押すこともできます。

3) y 4) y

5) y
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エラーメッセージ一覧表

システム
メモリー

電源（　）

エラー　E-1: 環境ノイズが大きすぎます。

原因 対策

雑音が大きすぎて、正確
な測定ができません。

エアコンなど動作音を発生する機
器の電源を一時的に切るか、それ
らの機器から離してください。

周囲が静かな時間帯にやり直して
ください。

エラー　E-2: マイクの接続をチェックしてください。再度、実
行してください。

原因 対策

インテリビームマイクが
取りはずされました。

本機背面のインテリビームマイク
端子にインテリビームマイクを接
続し、測定をやり直してください。

エラー　E-3: 測定中に操作されました。再度、実行してください。

原因 対策

測定中に音量の調節、消
音などの操作が行われま
した。

測定中は本機を操作しないように
注意し、測定をやり直してくださ
い。

エラー　E-4: マイクを本体の正面に設置してください。再度、
実行してください。

原因 対策

インテリビームマイクが
本機正面に置かれていま
せん。

インテリビームマイクを本機正面
に設置し、測定をやり直してくだ
さい。

エラー　E-5: マイクを本体から 1.8m以上離して設置してくだ
さい。再度、実行してください。

原因 対策

インテリビームマイクが
本機から 1.8m未満の場
所に設置されています。

インテリビームマイクを本機から
1.8m以上離して設置し、測定をや
り直してください。

エラー　E-6: 　 マイクから十分な入力がありません。マイクの
接続・設置位置を確認してください。再度、実行してください。

原因 対策

テスト音が取得できませ
ん。

インテリビームマイクを正しく設
置し、接続を確認してから測定を
やり直してください。

エラー　E-7: エラーです。パワーをオフした後、再度、実行し
てください。

原因 対策

本機内部にエラーが発生
しました。

電源（ ）キーを押して本機をス
タンバイにしたあと、再び電源を
入れ、測定し直してください。

エラー　E-9：サブウーファーの接続を確認してください。

原因 対策

サブウーファーが無線接
続されていません。

サブウーファーが無線接続されて
いるかを確認し（☞20 ページ）、
測定をやり直してください。
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3種類の異なる設定を本機に保存し、使い分けること
ができます。以下の例を参考にして測定結果やサラ
ウンドの設定などをシステムメモリーに保存し、状
況に合わせて活用してください。

システムメモリーに保存できる設定：
• サラウンド再生（☞31 ページ）、ステレオ再生
（☞31 ページ）、またはターゲット再生（☞31 
ページ）
（サラウンド再生では、音声ビームの出力方法
（☞34 ページ）を含めて保存します。）

• インテリビームの測定結果（☞22 ページ）
（設定メニュー（☞58 ページ）で「水平角度」、
「ビーム経路長」、「焦点距離」、および「Lch/Rch
位置調整」を行った場合は、調整値がインテリ
ビームの自動調整結果に上書きされます。）

• サラウンド機能：シネマ DSP（☞32 ページ）、サ
ラウンドデコーダー （☞36 ページ）

• チャンネルの音量（☞31、62 ページ）
• トーンコントロール（☞41 ページ）

例1 異なる環境でのインテリビーム測定結果を保
存する

音声ビームの経路上にカーテンなどの吸音物がある
場合には、ビームの効果が減少します。そこで、カー
テンを開けた状態と閉じた状態で測定し、システム
メモリー 1と2にそれぞれ保存して使い分けます。

例2 使用頻度の高い設定を保存する
システムメモリー 1： サラウンド設定
システムメモリー 2： ターゲット再生の角度を

キッチンに向けた設定
システムメモリー 3： ターゲット再生の角度をリ

ビングに向けた設定

例3 視聴者ごとの好みに合わせた設定を保存する
システムメモリー 1： お父さん用
システムメモリー 2： お母さん用
システムメモリー 3： パーティー用

システムメモリーに本機の設定を保
存する

システムメモリーに保存する

1 システムメモリー 1、2または 3キーを
「M1 Save？」と表示されるまで押す。

押したキーに応じて、M1、M2、またはM3
と表示されます。

2 手順 1 で押したシステムメモリーキーを
押す。1)

システムメモリー1キーを押したときは、「M1
Saving」と表示され、設定が保存されます。

保存したメモリーを呼び出す

1 設定を保存したシステムメモリー 1、2、
または 3キーを押す。

システムメモリー1キーを押したときは、「M1
Load？」と表示されます。

2 手順 1 で押したシステムメモリーキーを
押す。

システムメモリー 1キーを押したときは、
「M1 Loading」と表示され、メモリーが呼
び出されます。

• 選択したメモリー番号に設定がすでに保存されている
場合、新しい設定を上書きします。

• 拡張メニュー（☞66 ページ）の「MEMORY 
PROTECT」が「ON」になっている場合は、システ
ムメモリーを設定することができません。

1) y
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テレビのリモコンで本機を操作す
る（HDMIコントロール機能）

HDMIを使用したコントロール機能（リンク機能）に
対応しているテレビ（一部を除く）と本機をHDMI
ケーブルで接続すると、テレビのリモコンで本機を
操作できます（例：レグザリンク）。操作できる機能
は主に以下の6つです。1)

まず、テレビのリモコンで上記の操作を試してくだ
さい。本機を操作できる場合は、そのままお使いく
ださい。操作できない場合は、HDMIコントロール
に関する設定をしてください（☞29 ページ）。 

HDMI1

電源（　）

• HDMIを使ったコントロール機能に対応しているテレ
ビでも、一部機能が操作できないものがあります。
詳しくはテレビに付属の取扱説明書をご覧ください。

• HDMIを使ったコントロール機能に対応しているブルー
レイディスクレコーダーなどをHDMIで接続している
場合は、それらの機器も連動して操作できます。詳しく
はご使用の機器に付属の取扱説明書をご覧ください。

• テレビおよびレコーダーなどの機器は、同一メーカー
の製品で統一することをおすすめします。

• 対応するテレビやレコーダーなどの機器については、
下記WEBサイトをご覧ください。
http://www.yamaha.co.jp/product/av/support/
hdmi_cec/

おまかせサラウンド機能
• おまかせサラウンド機能を使うには、対応するテレビ
と本機を HDMIケーブルで接続し、HDMIコント
ロール機能を有効にしてください（☞63 ページ）。

• この機能は、デジタル放送に組み込まれた番組情報の
ジャンル情報をもとにシネマ DSPを切り替えます。
テレビ放送や、テレビの録画機能を使って録画した番
組を再生するときに有効に動作します。ほかの番組に
移行したり、チャンネルを切り替えたりしたときは、
シネマ DSPの設定が切り替わります。

• 対応するテレビについては下記WEBサイトをご覧く
ださい。
http://www.yamaha.co.jp/product/av/support/
omakase_surround/

1) y 2) y

HDMI コントロール機能とは

テレビのリモコン（例）

5. HDMI信号パススルー
HDMI入力信号を HDMI出力（ARC）端子から出力します。
本機の電源がスタンバイのときは、HDMI入力映像と音声は
テレビから出力されます。

6. ARC機能
テレビの HDMI（ARC）端子から出力される音声信号を本機
に入力できます。

1. 電源のオン／オフ
テレビと本機の電源が連動します。

3. 音量の調整
「HDMI音声出力」（☞63 ページ）
が「AMP」（初期設定）のとき、本
機の音量を調整できます。

4. 音声を出力する機器の切り替え
（テレビ 本機）

2. 入力切り替え
• テレビの入力切り替えに連動して
本機の入力も切り替わります。
テレビのメニューでブルーレイ
ディスクレコーダーなどを選択し
た場合も同様に切り替わります。

• 本機の電源がスタンバイになって
いても、入力の切り替えができま
す。
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このほか一部のテレビでは以下の機能を操作できます。
• デジタル放送のジャンル情報に合わせて最適なシ
ネマ DSP（☞32 ページ）を自動的に選択（おま
かせサラウンド機能）。2)

• ユニボリューム機能のオン／オフ
• デジタル音声多重の切り替え
• テレビに表示される本機のメニュー操作
• USB 端子に接続した iPod や USB 機器のブラウ
ズ画面や再生画面の操作（YSP-4300のみ）

接続する機器や端子を変更した場合は以下の手順で
再設定してください。

HDMI コントロール機能の設定

1 HDMI で接続しているすべての機器の電
源をオンにする。

2 HDMI で接続しているすべての機器の
HDMIコントロール機能を有効にする。
本機側の「HDMIコントロール」が「オン」に設
定されていることを確認します（☞63 ページ）。3)

外部機器側については、機器に付属の取扱説
明書をご覧ください。4)

3 テレビの電源を一度オフにし、再びオン
にする。

HDMI 機器のテレビへの登録 5)

1  テレビの入力を本機に切り替える。

2 本機に HDMI で接続したブルーレイディ
スクレコーダーなどの電源をオンにする。

3 本機の入力をブルーレイディスクレコー
ダーに切り替えて、レコーダーの画像が
正しく映るかを確認する。
ブルーレイディスクレコーダーをHDMI入力
1端子で接続している場合は、HDMI1キーを
押します。

HDMI1

入力ソース名

4 テレビのリモコンを使って本機の電源を
オンにしたり、音量を調節したりして、本
機が正しく連動しているか確認する。

連動機能が動作しないときは
以下のように正しく接続や設定しているか、ご確
認ください。
― テレビを本機のHDMI出力（ARC）端子に接続
している

―「HDMIコントロール」（☞63 ページ）が「オン」
に設定されている

― テレビ側の設定でHDMIコントロール機能が有
効になっている（電源連動機能や優先スピー
カーの設定など関連する設定も確認してくださ
い）

それでも連動機能が動作しない場合は、
― 本機およびテレビの電源を一度オフにしてから
オンにしてください。

― 本機およびHDMI接続している機器の電源プラ
グをコンセントからはずし、30秒ほど経ってか
ら、接続し直してください。

― 光デジタル、アナログ、AUX、YIT、またはUSB6)

を入力したあとは、テレビの入力と本機の入力
をHDMI接続した機器に切り替えてください。

接続方法や接続機器を変更する

1 テレビやレコーダーのHDMIコントロー
ル機能をオフにしてから、すべての機器
の電源をオフにし、接続を変更する。

2「HDMI コントロール機能の設定」の手順
1～ 3を再度操作する。

• 初期設定では「オン」に設定されています。
•「HDMIコントロール」が「オン」に設定されているとき
エコ機能（☞39 ページ）がオンの場合、テレビのリ
モコンで、音声をテレビから出力するように設定する
と、本機の電源はスタンバイになります。

テレビの設定の例
• 設定メニューから「リンク設定」→「HDMI連動設
定」（例）を選択し、「HDMI連動機能」などの項目を
「連動する（使用する）」に設定してください。

•「優先スピーカー」などの設定は「AVアンプ」にして
ください。

HDMI コントロール機能を設定するだけで本機能を使用
できる HDMI機器もあります。この場合、HDMI機器の
テレビへの登録は必要ありません。

YSP-4300のみ

3) y

4) y

5) y

6) y
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再生

再生の基本手順

YSP-3300

入力選択

／ ／ ／

サブウーファー
（＋／－）

消音

HDMI1

ユニボリューム

音量（＋／－）

電源（　）

ステレオサラウンド

ターゲット

CHレベル

CHレベル

エンハンサー

• サブウーファーの音量は全体の音量と独立して設定が
できます。

• 夜はサブウーファーの音量を絞るなどしてお楽しみい
ただくことをおすすめします。

• YIT、またはUSB（YSP-4300のみ）入力時はオン、YIT
およびUSB以外の入力時はオフに初期設定されています。

• 次のデジタル音声信号の場合、ミュージックエンハン
サーは動作しません。
－ドルビー TrueHD、DTS-HD マスターオーディオな
どの信号

－サンプリングレートが 48kHzを超える信号

1) y 2) y

1 電源（ ）キーを押して、本機の電源を
オンにする。

2 本機に接続した機器（テレビ、ブルーレ
イディスクレコーダー、ゲーム機など）の
電源をオンにする。

3 外部機器の接続に合わせて入力選択キー
を押し、視聴する機器の入力を選ぶ。

HDMI入力1端子に接続したブルーレイディ
スクレコーダーを再生する場合は、HDMI1
キーを押します。

4 手順 3で選択した機器を再生する。

5 音量を調節するには、音量（＋／－）キー
を押す。
サブウーファーの音量を調節するには、
サブウーファー（＋／－）キーを押す。1)

• テレビのスピーカーと本機の両方から音声が
出力されている場合は、テレビを消音にして
ください。

• HDMI入力音声をテレビから出力している場
合は、リモコンの音量（＋／－）キーや消音
キーを押しても音量は変化しません。

• 一時的に消音にするには、リモコンの消音
キーを押します。消音機能を使って再生して
いるときは、フロントパネルディスプレイの
VOLインジケーターが点滅します。消音を解
除するには再度消音キーを押すか音量（＋／
－）キーを押します。

6 サラウンド再生、ステレオ再生、ターゲッ
ト再生などを選び、お好みのサウンドに
設定する（☞31 ページ）。

HDMI1

入力ソース名

使用後は、電源（ ）キーを押し、本機の電
源をスタンバイにする。
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お好みのサウンドを楽しむ
本機にはサウンドをより楽しめる以下のような機能
があります。
• サラウンド再生／ステレオ再生／ターゲット再生
の切り替え

• ミュージックエンハンサー
• 各チャンネルの音量調整
• シネマ DSP
• サラウンドの音声出力方法の切替
• サラウンドデコーダー

ステレオ再生する場合

ステレオキーを押すたびに、ステレオ（標準）とビー
ムステレオが切り替わります。

「ステレオ」では、フロントのチャンネルをメインに
してステレオ再生します。
「ビームステレオ」では、左右それぞれのチャンネル
の音声をフロント左右の音声ビームで再生します。音
が広がって聞こえます。

サラウンド再生する場合

音声ビームでサラウンド再生を楽しめます。音声
ビームの出力方法を切り替えるには、34 ページをご
覧ください。

ターゲット再生する場合

「ターゲット」再生とは、すべてのチャンネルの音声
を1チャンネルの音声ビームで出力し、その音声を
特定の視聴者に向けて聞きやすくする再生方法で
す。詳しくは、37 ページをご覧ください。

MP3やWMAなどの圧縮音声を、低音域と高音域を
強調、拡張してダイナミックに再生します。

もう一度押すと、オフになります。

各チャンネルの音がバランス良く聞こえるように、再
生しながらチャンネルごとの音量を調整します。3)

ステレオ再生、サラウンド再生、
ターゲット再生を切り替える

ステレオキーを押して、ステレオ再生に切り
替える。

サラウンドキーを押してサラウンド再生に切
り替える。

ターゲットキーを押してターゲット再生に切
り替える。

STEREO BM STEREO

ステレオ ビームステレオ

MP3やWMAなどの圧縮音声を豊かに
再生する（ミュージックエンハンサー）

エンハンサーキーを押して、ミュージックエ
ンハンサーをオンにする。2)

各チャンネルの音量を調整する

1 CH レベルキーを押して、以下から調節
したいチャンネルを選ぶ。

FL：フロント左
FR：フロント右
C：センター
SL：サラウンド左
SR：サラウンド右
SW：サブウーファー

2 ／ キーを押して、音量レベルを調節
する。4)

調節範囲：－20～＋20

マイサラウンド（MY SUR.)を選択している
とき（☞35 ページ）
C：センター
SL／SR：サラウンド左右
SW：サブウーファー

テスト音を聴きながら調節する場合は「スピーカーレベル」
（☞62 ページ）をご覧ください。

音量バランスの調整例
• セリフが聞き取りにくい場合：C（センター）を選び、
レベルを上げます。
音の包囲感が少ない場合：SL (サラウンド左）と SR
（サラウンド右）を選び、レベルを上げます。

• サブウーファーの音量はサブウーファー（＋／－）
キーを使用して調整することもできます。

3) y 4) y
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ヤマハ独自のシネマDSP技術を用いてサラウンドで
再生します。1)

シネマDSP

サラウンド

シネマ DSP（デジタル・サウンドフィールド・プロセッ
サー）とは？
世界の著名なコンサートホールや劇場などで測定した
データに基づく音場（音の広がり）技術を応用することに
より、ご家庭で映画館のような視聴体験を実現する機能で
す。

次の場合はシネマ DSPの機能は無効です。
• サンプリング周波数が 48kHzを超える信号を再生し
ている

• マイサラウンド機能を使用している（☞35 ページ）
• ステレオ再生している
• ターゲット再生している（☞37 ページ）

1) y 2) y

臨場感のあるサラウンド音声を楽し
む（シネマ DSP）

1 サラウンドキーを押して、サラウンド
モードに切り替える。

2 シネマ DSP キー（映画、音楽またはエ
ンタテイメント）を繰り返し押してプロ
グラムを選ぶ。2) 3)

選択したプログラムがフロントパネルディス
プレイに表示され、CINEMA DSPインジケー
ター（☞9 ページ）が点灯します。
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本機のシネマDSP

映画（映画キーで切り替え）

SFX
音楽および効果音が、SFの映像空間をリアルに表
現します。シリアスでストーリー性の高いSFX映
画に適しています。

Adventure（アドベンチャー）
音の立体感が強く、アクションならではの痛快な
臨場感をつくりだします。

Spectacle（スペクタクル）
ワイドな空間をイメージできる臨場感をつくりだ
します。手に汗握るパニックシーンなどビジュア
ルインパクトの強い作品に適しています。

音楽（音楽キーで切り替え）

Concert（コンサート）
ミュンヘンにある2500席程度のコンサートホー
ルの1階座席にいるような臨場感をつくりだしま
す。豊麗な響きと落ち着いた雰囲気を感じること
ができます。

Jazz Club（ジャズクラブ）
ニューヨークにかつて存在したライブハウス「ザ・
ボトムライン」のステージ正面にいるような臨場
感をつくりだします。左右の幅が広く、リアルな
躍動感を感じることができます。

Music Video（ミュージックビデオ）
ロックやジャズなどのライブコンサート会場の臨
場感をつくりだします。映像／音場空間がスク
リーン周囲に大きく広がり、熱狂的な雰囲気を感
じることができます。

エンタテイメント
（エンタテイメントキーで切り替え）

Sports（スポーツ）
スポーツ中継のステレオ放送では、解説は中央に
定位し、歓声や場内の雰囲気は周囲に大きく広
がって、スポーツ観戦の醍醐味を味わうことがで
きます。

Variety（バラエティー）
トークの聞き取りやすさはそのままに、客席の賑
やかさが周りを包み込んで、番組の楽しさが倍増
します。バラエティー番組、トークショーなどを
ライブ感豊かに楽しめます。

Drama（ドラマ）
セリフは明瞭さを保ちつつ質感を高め、効果音や
BGMには自然な雰囲気と立体感を与えます。シリ
アスなドラマからミュージカルやコメディまで、
幅広いジャンルの番組に対応します。

Game（ゲーム）
RPGや、アドベンチャーゲームなどに最適な音場
です。映画用の音場効果などを用いて、プレイ中
のフィールドの奥行きや立体感を演出し、ムー
ビーシーンでは映画的なサラウンド効果を楽しめ
ます。

DSP Off（切キーを押す）

シネマDSPをオフにします。

入力ごとに設定されたモードを記憶します。他の入力を選
ぶと、自動的に前回設定されたモードになります。

3) y
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サラウンド再生時の音声ビームの出力方法を設定し
ます。

入力信号が5.1チャンネル（または2チャンネル）の
とき：
音声ビームは5.1チャンネル出力になり、5BEAM
（5ビーム）、ST＋3BEAM（ステレオ＋3ビーム）、
3BEAM（3ビーム）、MY SUR.（マイサラウンド）
から選べます。

入力信号が7.1チャンネル（または6.1チャンネル）
のとき：
音声ビームは7.1チャンネル出力になり、5BEAM＋
2（5ビーム プラス2）、ST＋3BEAM＋2（ステレ
オ＋3ビーム プラス2）、3BEAM（3ビーム）、MY
SUR.（マイサラウンド）から選べます。

ビーム

サラウンドの音声出力方法を切り替
える

ビームキーを押して、音声ビームの出力方法
を切り替える。

• 音声ビームのチャンネル出力設定は、初期設定
で AUTOになっています。AUTOの設定では、
入力信号により上記のように適切なチャンネル
数で出力します。
入力信号が 2ch／ 5.1chのとき→ 5.1ch出力
入力信号が 6.1ch／ 7.1chのとき→ 7.1ch出力

• 設定メニューの「チャンネル出力」（☞61 ペー
ジ）で、5.1chまたは 7.1ch出力に固定できま
す。

y ヒント
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音声ビーム出力の種類と特長

目的／
想定シーン

チャンネル数
「5.1ch」 「7.1ch」

映画などでサラ
ウンドの効果を
存分に味わいた
い場合

5BEAM（5ビーム）
フロント左／右、セ
ンター、サラウンド
左／右の各チャンネ
ルから音声ビームを
出力します。

5BEAM+2（5ビーム プラス2）
フロント左／右、セン
ター、サラウンドバッ
ク左／右の各チャン
ネルから音声ビーム
を出力します。サラウ
ンド左チャンネルは、
フロント左とサラウ
ンドバック左チャン

ネルにミックスされます。音声ビームのフ
ロント左とサラウンドバック左チャンネル
からサラウンド左チャンネル（ ）の音
像ができます。右チャンネルも同様です。

ライブ映像など
を鑑賞する場合

St+3BEAM（ステレオ+3ビーム）

フロント左／右のステレオ音声に加え、セ
ンター、サラウンド左／右の各チャンネル
から音声ビームを出力します。

St+3BEAM+2
（ステレオ+3ビームプラス2）

フロント左／右のステレオ音声に加え、セ
ンター、サラウンドバック左／右の各チャ
ンネルから音声ビームを出力します。サラ
ウンド左チャンネルは、フロント左とサラ
ウンドバック左チャンネルにミックスさ
れます。音声ビームのフロント左とサラウ
ンドバック左チャンネルからサラウンド
左チャンネル（ ）の音像ができます。
右チャンネルも同様です。

数人で映画を見
るときや、後方の
壁に近い位置で
鑑賞する場合

3BEAM（3ビーム）
フロント左／右、センターの各チャンネル
から音声ビームを出力します。その他の
チャンネルはフロント左／右にミックス
されます。

視聴位置が本機
から近い場合や、
部屋の都合でサ
ラウンド効果が
十分に得られな
い場合

My SUR.（マイサラウンド）
視聴位置が本機正面の場合に効果を発揮
します。他のサラウンド出力方法の設定で
はサラウンド効果が十分に得られない環
境でもサラウンド感溢れる音声を楽しむ
ことができます。
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2チャンネルや5.1チャンネルのソースをサラウンド
モードで再生する場合、本機のサラウンドデコー
ダーを使うと最大7.1チャンネルで再生できます。1)

サラウンドデコーダーはそれぞれ特長があるため、
使用するデコーダーを切り替えることによってサラ
ウンド効果を調整することができます。2)

サラウンドデコーダーを使って再生するときは、サ
ラウンドキーを押して「DSP Off」にしてください。

選択できるデコーダーとおすすめのソース
2ch→5ch

2ch→7ch

サラウンド

／

ターゲット

ステレオ

サラウンドデコーダーを設定する

設定メニュー→「サウンド」→「マトリック
スデコーダー」から使用するデコーダーを選
ぶ。

設定メニューの操作は、「設定メニュー」の「操作
手順」（☞58 ページ）をご覧ください。

デコーダー おすすめのソース

PLII
（ドルビープロロジック II）

Movie
Music
Game

映画
音楽
ゲーム

Neo:6
（DTS Neo:6）

Cinema
Music

映画
音楽

デコーダー おすすめのソース

PLIIx
（ドルビープロロジック IIx）

Movie
Music3)

Game

映画
音楽
ゲーム

Neo:6
（DTS Neo:6）

Cinema
Music

映画
音楽

5.1 チャンネルのソースを再生するときのサラウンドデ
コーダーについて
「Ch Out」（チャンネル出力）を「7.1ch」に設定した場
合、5.1チャンネルソースを最大 7.1チャンネルで再生で
きます（☞34 ページ）。入力信号に応じて、以下のデコー
ダーが自動的に選択されます。

1) y 5.1ch入力ソース デコーダー

PCM、AAC、ドルビーデジタ
ル、ドルビーデジタルサラウンド
EX、ドルビー TrueHD、ドル
ビーデジタルプラス

ドルビープロロジック IIx 
Movie／Music

DTSデジタル、DTS-ES matrix、
DTS-HDマスターオーディオ、
DTS-HDハイレゾリューション

DTS-ES matrix

DTS-ES discrete DTS-ES discrete
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音声ビームを1チャンネルで出力して、特定の位置
いる視聴者が最適に視聴できるようにします。
以下のような場合を参考にしてターゲット再生をお
楽しみください。

再生しながらビーム角度を調節します。

ターゲット再生をオフにする
サラウンドキーまたはステレオキーを押します。

特定の位置に音声を届ける
（ターゲット再生）

周囲に音を響かせたくないとき

キッチンなど離れた位置からセリフなどを
はっきりと聞き取りたいとき

1 ターゲットキーを押す。

2 ／ キーで左右のビーム角度を調節す
る。

• キーを押すたびに左方向の角度が大きくな
り、 キーを押すたびに右方向の角度が大き
くなります。左右 90度まで調節できます。

• USB 端子に接続した iPodや USB機器を再
生しているときは、「TARGET」と表示され
ているあいだに ／ キーを押してくださ
い（YSP-4300のみ）。

TARGET L16

左 16度に調節したとき

ターゲット再生中は、サラウンドデコーダー、およ
びシネマ DSPは無効です。

y ヒント

• 音声ビームのチャンネル出力の設定（☞35 ページ）
により、選択できるデコーダーは異なります。

• ステレオ再生（☞31 ページ）やマイサラウンド機能
を使用している場合（☞34、35 ページ）、またはター
ゲット再生のとき（☞37 ページ）は無効です。

ドルビープロロジック IIx Music のパラメーター（セン
ターの広がり、パノラマ、ディメンジョン）を設定メニュー
で変更できます（☞63 ページ）。

2) y 3) y
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便利な機能を使う

テレビを視聴中、以下のような場合に、過大な音量
の差を自動的に補正して聞きやすくします。
• チャンネルを切り替えた
• 番組から CMへ変わった
• 番組が終わって次の番組が始まった

もう一度押すと、オフになります。

BS／地上デジタル放送のAACやドルビーデジタル
の音声多重信号入力時に、再生する音声を選択しま
す。2)

YSP-3300

D音声多重

ユニボリューム

D音声多重

表示

ECO

ECO

音量の急激な変化をおさえる
（ユニボリューム）

ユニボリュームキーを押して、ユニボリューム
をオンにする。1)

二カ国語放送の音声を切り替える

D音声多重キーを繰り返し押す。

再生する音声の設定が切り替わります。3)

選択項目：MAIN、SUB、MAIN＋SUB
MAIN（初期設定）：主音声を出力します。
SUB：副音声を出力します。
MAIN＋SUB：主音声と副音声の両方を出力します。

• 初期設定はオフです。
• 音楽ソースを再生するときは、オフにすることをおす
すめします。

この設定は DUALインジケーターが点灯しているときに
有効です。

ソースに副音声が収録されていない場合、音声は切り替わ
りません。

1) y 2) y

3) y
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以下のような場合に、本機を自動的にスタンバイに
します。
• 最後の操作から 3時間経過したとき 4)

• 信号が入力されずに 30分経過したとき
• トランスミッターにセットしたiPodの再生を停止
してから 2分経過したとき

• トランスミッターにセットしたiPodの電源をオフ
にしたとき

• トランスミッターにセットしたiPodがスリープ状
態になったとき

• iPodをトランスミッターから取りはずしたとき
• パソコンからトランスミッターを取りはずしたと
き

エコ機能をオフにする
ECOキーを押します。
「ECO OFF」がフロントパネルディスプレイに表示
されます。

入力名とサラウンドに関する情報を表示します。

入力がUSB5)のときの表示切り替えについては、53、
56ページをご覧ください。

エコ機能で節電する

ECOキーを押す。

以下のように表示したあと、フロントパネルディス
プレイが消灯します。

STATUS表示とSURROUND表示の明るさは最小
になります。

ECO ON

エコ機能がオンのときは、次のような制限がありま
す。
• トランスミッターにセットした iPodを再生して
も、本機の電源はオンになりません（☞46 ペー
ジ）。

• HDMIコントロール機能を使って、音声をテレ
ビから出力するように設定してある場合は
（☞29 ページ）、本機の電源がスタンバイになり
ます。

y ヒント

フロントパネルディスプレイの情報
表示を切り替える

表示キーを押す。

表示キーを押すたびに、以下のように切り替わりま
す。表示される情報は入力によって異なります。

入力がHDMI1～4、YIT、TV、光デジタル、
アナログ、FM5)のとき

Input： 入力名
（FMは周波数表示）

　▼
Beam：音声ビームの設定（☞34 ページ）

　▼
Decoder： 動作しているデコーダー

（☞36 ページ）
　▼
Cinema DSP：シネマDSPプログラム

（☞32 ページ）
　▼

エコ機能がオフのときでも、最後の操作から 12時間経過
すると本機の電源はスタンバイになります。

YSP-4300のみ
4) y 5) y
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入力（HDMI1～4／TV／光デジタル／AUX／アナ
ログ／YIT／FM1)／USB1)）ごとに設定します。設
定できる項目は入力によって異なります。

YSP-4300

入力選択

オプション

／

決定

USB

FM

入力ごとの設定
（オプションメニュー）

1 入力選択キーを押して、入力を選ぶ。

2 オプションキーを押す。

オプションメニューがフロントパネルディス
プレイに表示されます（テレビには表示され
ません）。

3 ／ キーで項目を選択し、 キー2)を押
す。

4 ／ キーを押して、設定値を変更する。

5 オプションキーを押して、オプションメ
ニューを終了する。

TREBLE

YSP-4300のみ キーのかわりに決定キーを押すこともできます。
1) y 2) y
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オプションメニュー項目一覧
各入力には、以下のようなメニュー項目があります。

オプションメニュー項目の内容は以下のとおりで
す。現在選択している入力に設定が反映されます。
「＊」は初期設定を表しています。

高音域と低音域の出力レベルを調節します。
調整範囲：－12～0*～＋12

端子ごとに入力レベルを設定して、入力機器ごとの
異なる音量のばらつきを調節します。
調整範囲： －12～0*～＋12

接続しているテレビでデジタル処理された映像が、
音声よりも遅れて表示されることがあります。この
タイミングのずれを、音声を遅らせて出力すること
により補正します。
調整範囲
HDMI1～4：AUTO*、0ms～500ms
TV、光デジタル、AUX、アナログ：0ms*～500ms
「AUTO」にすると、出力タイミングが自動的に調節
されます。HDMIで接続されたテレビがオーディオ
ディレイの自動補正機能に対応しているときのみ有
効です。

HDMI1～4を入力するとき、HDMIからの音声では
なくデジタル入力 光デジタル端子またはデジタル入
力AUX（同軸デジタル）端子からの音声を割り当て
ることができます。
選択項目：HDMI*、OPTICAL、AUX

入力ソース メニュー項目

HDMI1～ 4 TREBLE、BASS、VOLUME TRIM、
AUDIO DELAY、AUDIO ASSIGN

TV

TREBLE、BASS、VOLUME TRIM、
AUDIO DELAY

光デジタル
（OPTICAL）

AUX

アナログ
（ANALOG）

YIT TREBLE、BASS、VOLUME TRIM

FM
（YSP-4300のみ）

TREBLE、BASS、VOLUME TRIM、
AUTO PRESET3)、CLEAR PRESET3)、
FM MODE3)

USB
（YSP-4300のみ）

TREBLE、BASS、VOLUME TRIM、
REPEAT4)、SHUFFLE4)

音色を調整する（TREBLE、BASS）

各端子の入力レベルを設定する
（VOLUME TRIM）

映像と音声のタイミングを調整する
（AUDIO DELAY）

HDMIの音声を他の入力端子に割り当てる
（AUDIO ASSGIN）

AUXの初期設定はデジタル入力 AUX（同軸デジタ
ル）端子ですが、設定メニューの「TVインプット」
（☞63 ページ）の設定により、以下のように音声が
割り当てられます。
「TVインプット」で「オプティカル」（初期設定）を
割り当てているとき：
「AUX」に設定すると、デジタル入力 AUX（同軸デ
ジタル）端子の音声が割り当てられます。
「TVインプット」で「コアキシャル」を割り当てて
いるとき：
「AUX」に設定すると、TV（光）端子の音声が割り
当てられます。

y ヒント

「FM放送を聴く （YSP-4300のみ）」（☞42 ページ）を
ご覧ください。

•「USB機器を接続する」（☞54 ページ）をご覧くださ
い。

• iPodに付属の USBケーブルで接続している場合は、
REPEATと SHUFFLEを設定できます（☞51 ペー
ジ）。

• USB機器を接続している場合は、REPEATを設定で
きます（☞57 ページ）。

3) y 4) y
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FM放送を聴く
（YSP-4300のみ）
以下の2種類の方法でFM放送を受信します。

ノーマルチューニングモード
放送局をサーチして受信します。

プリセットチューニングモード
最大で40局まで放送局をプリセット（登録）し、プ
リセット番号を指定して放送局を呼び出します。

選局　／

戻る

FM

オプション

�／�

決定
�

プリセット
　／

放送局を受信する
（ノーマルチューニング）

1 FMキーを押す。

2 選局 ／ キーを押す。

キーを1秒以上押し続ける（自動選局）
受信可能な放送局を自動的にサーチします。
サーチが始まったらキーから手を離してくだ
さい。

キーを押してすぐに放す（手動選局）
キーを押すたびに、周波数を0.1MHzずつ増
減します。

放送局を受信するとTUNEDインジケーター
が点灯します。
ステレオで受信するとSTEREOインジケー
ターも点灯します。

受信感度が最良になるように、FM アンテナの向き
や位置を調節してください。 

y ヒント

FM   83.0

FM   76.0
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受信状態が悪く聴きにくいときは、ステレオ受信を
モノラル受信に切り替えると良好な受信状態になり
ます。

放送局は40局まで登録できます。「オートプリセッ
ト」または「マニュアルプリセット」のいずれかの
方法で放送局を登録してください。

電波の強い放送局を自動的にサーチし、登録します。

電波の弱い放送局を受信する

1 オプションキーを押す。

オプションメニュー（☞40 ページ）が表示され
ます。

2 ／ キーを押して「FM MODE」を選
び、 キーを押す 1)。

3 ／ キーを押して「MONO」を選ぶ。

4 オプションキーを押してオプションメ
ニューを終了する。

FM MODE

       MONO

放送局を登録して受信する
（プリセットチューニング）

オートプリセットで登録する

1 FMキーを押す。

2 オプションキーを押す。

オプションメニュー（☞40 ページ）が表示さ
れます。

3 ／ キーで「AUTO PRESET」を選
び、 キーを押す 1)2)。

• 決定キーを押すか、5 秒経過すると放送局の
登録が始まります。

• 登録が完了すると、「Complete」と表示され
ます。

• 放送局をもう一度サーチするには、決定キー
を押します。

4 オプションキーを押して、オプションメ
ニューを終了する。

AUTO PRESE

P01< 76.0

プリセット番号 周波数

点滅

キーのかわりに決定キーを押すこともできます。 • 手順 3で キーを押した後、 ／ またはプリセッ
ト ／ キーを押してオートプリセットを開始するプ
リセット番号を選べます。

• 登録を中止するときは、戻るキーを押してください。

1) y 2) y
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放送局を手動で登録します。

プリセット
　／

戻る

メモリー
FM

オプション

�／�

決定
�

マニュアルプリセットで登録する

1 放送局を受信する（☞42 ページ）。

2 メモリーキーを押す。

登録先となるプリセット番号が表示されま
す。

表示されたプリセット番号に登録する場合
は、手順4に進んでください。

3 プリセット ／ キーを押して、登録先の
プリセット番号を選ぶ。

空のプリセット番号を選択するとEMPTYイン
ジケーターが点灯します。

4 メモリーキーを押す。

放送局が登録され、元の表示に戻ります。

P01< 83.0

登録先のプリセット番号

点滅

P06< 83.0

点灯

• 手順 2でメモリーキーを 2秒以上押し続けると、
手順 3～ 4を省略して、前回登録したプリセッ
ト番号の次に空いている番号に放送局を登録し
ます。

• 手順 3で戻るキーを押す（または約 30秒間操作
をしない）と、登録を中止できます。

y ヒント
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プリセットした放送局を呼び出します。 プリセットした放送局の登録を解除します。

登録した放送局を呼び出す

1 FMキーを押す。

2 プリセット ／ キーを押して、プリセッ
ト番号を選ぶ。

• 登録されていないプリセット番号はスキップさ
れます。

• 放送局がひとつも登録されていないときは、「No 
Presets」と表示されます。

y ヒント

プリセット放送局の登録を解除する

1 FMキーを押す。

2 オプションキーを押す。

オプションメニュー（☞40 ページ）が表示さ
れます。

3 ／ キーで「CLEAR PRESET」を選
び、 キー 1)を押す。

プリセットした放送局が表示されます。

4 プリセット ／ キー2)で、登録を解除す
る放送局を選び、決定キーを押す。

• 放送局の登録が解除され、次のプリセット
番号が表示されます。
複数のプリセット放送局の登録を解除する
には、手順4を繰り返し操作してください。

• すべてのプリセット放送局の登録を削除し
たとき、または何も登録されていないとき
は、「No Presets」と表示されます。

5 オプションキーを押して、オプションメ
ニューを終了する。

C01: 83.0

登録の解除を中止したい場合は、戻るキーを押して
ください。

y ヒント

キーのかわりに決定キーを押すこともできます。 プリセット ／ キーのかわりに ／ キーを押すこと
もできます。

1) y 2) y
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iPodやパソコンの曲をワイ
ヤレスで再生する
付属のトランスミッター（YIT-W12TX）を使って本
機に無線接続し、iPod1)やパソコンの曲を本機で再
生します。
※ 対応 iPodと対応OSについては、77 ページをご
覧ください。

設定メニューの「インターロック」（☞64 ページ）を
「オン」に設定すると、iPodの操作で本機が以下の
ように連動します。
• iPodで再生を始めると、本機の電源がオンになり、
入力が YITになる。2)

また、以下のような場合は、本機の電源がスタンバ
イになります。
• iPodの再生を停止してから 2分経過したとき（トラ
ンスミッターとの無線接続が自動的に切れます。）

• iPodをトランスミッターから取りはずしたとき
• トランスミッターにセットしたiPodの電源をオフ
にしたとき

• トランスミッターにセットしたiPodがスリープ状
態になったとき

トランスミッターを使って iPodの
曲を再生する

1 トランスミッターに iPodを接続する。

本機と無線で接続されます。

2 iPodで曲の再生を始める。

本機の入力がトランスミッター（YIT）に切り
替わり、iPodの音声が出力されます。

（早い点滅：緑）iPod 認識中

（遅い点滅：緑）無線接続準備中

（点灯：緑）無線接続確立

（点滅：赤）iPodのバッテリー
不足またはエラー（☞70 ページ）

本機と iPodの連動

• iPodの種類やソフトウェアのバージョンによ
り、一部の機能が使えない場合があります。

• iPodを操作するときは、以下のようにトランス
ミッターではなく iPodを持ってください。トラン
スミッターの下部左隅にある内蔵ワイヤレスアン
テナがふさがれると、通信が切れやすくなります。

• iPodをトランスミッターにセットしたり取り外
したりするときは、本機の音量を最小にしてく
ださい。

• iPodをトランスミッターから取りはずすときは、
無理な力を入れずに上方に引き抜いてください。

ご注意

• iPodで音量調節ができます。
• iPodの最大音量よりもさらに大きな音量で再生
する場合は、本機のリモコンで音量を上げてく
ださい。

• ビデオの映像は iPodの画面でお楽しみください。
• iPodの充電については、「iPodを充電する」
（☞53 ページ）をご覧ください。

y ヒント

iPodに付属のUSBケーブルを使って本機に接続し、iPod
の曲を本機で再生することもできます（YSP-4300のみ）
（☞48 ページ）。

この機能はアプリケーションの音声や着信音でも機能し
ます。iPodをサイレントモードに設定すれば、着信音な
どで本機の電源と連動しません。

1) y 2) y
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センターユニット、サブウーファー、およびトラン
スミッターのグループ IDは「A1」に初期設定されて
いるので、グループ IDを変更することなくそのまま
お使いいただけます。
センターユニット、サブウーファー、およびトラン
スミッターのグループ IDの種類には、A1～A3、B1
～B3、C1～C3があります。
A1～A3およびB1～B3：音声の遅れがC1～C3よ
り小さいです。
C1～C3：パソコンの曲を再生するときに使います。
「無線接続のしくみ」（☞21 ページ）もご覧ください。

グループ IDを変更するとき
は、直径1mm程度の先端が
とがっていない金属の棒でス
イッチを動かしてください。
スイッチを動かすときに、け
がをしないように注意してく
ださい。

トランスミッターを使ってパソコン
の曲を再生する

1 センターユニット（☞64 ページ）、サブ
ウーファー（☞20 ページ）、およびトラ
ンスミッター（☞47 ページ）のグループ
IDを C1、C2または C3にする。

2 付属の USB ケーブルでトランスミッ
ターとパソコンを接続する 3)。

小さいUSBプラグをトランスミッター、大き
いUSBプラグをパソコンに接続します。

USBドライバーがパソコンに自動的にインス
トールされます。

3 パソコンで曲の再生を始める。

本機と無線で接続されます。

本機の入力がトランスミッター（YIT）に切り
替わり、パソコンの音声が出力されます4)。

USB

USBケーブル（付属）

（点灯：緑）無線接続確立

（遅い点滅：緑）
無線接続準備中

トランスミッターのグループ IDに
ついて

• 以下のような場合、トランスミッターは動作を
停止します。
－本機の入力を YIT以外にしたとき
－本機の電源をスタンバイにしたとき
もう一度トランスミッターを使ってパソコンの
曲を再生するには、パソコンからトランスミッ
ターを取りはずし、接続し直してください。

• トランスミッターを使ってパソコンの曲を再生
するときは、トランスミッターから iPodを取り
はずしてください。

ご注意

A
A1

B
C

1
2
3

A
A2

B
C

1
2
3

A
A3

B
C

1
2
3

A
B1

B
C

1
2
3

A
B2

B
C

1
2
3

A
B3

B
C

1
2
3

A
C1

B
C

1
2
3

A
C2

B
C

1
2
3

A
C3

B
C

1
2
3

グループ IDスイッチ（トランスミッター側面）

無線接続する機器によっては、再生を始めても入力が
トランスミッターに切り替わらないことがあります。
このような場合は、手動で入力を選んでください。詳
しくは、接続する機器の取扱説明書をご覧ください。

ご注意

USBハブ経由で接続しないでください。

• パソコンの音声が本機から出力されない場合、パソコ
ンの音声出力デバイスとしてトランスミッターが選択

されていない可能性があります。パソコンの音声出力
設定をご確認ください。詳しくはパソコンの取扱説明
書をご覧ください。

• ビデオの映像はパソコンの画面でお楽しみください。
• パソコンの再生を停止すると、本機の電源が自動的に
スタンバイになります（トランスミッターとの無線接
続が自動的に切れます）。

3) y

4) y
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iPodや USB機器を USB接続
して再生する（YSP-4300のみ）
本機のUSB端子に iPodやUSB機器（☞54 ページ）
を接続して、iPodやUSB機器の曲を再生できます。

iPodに付属のUSBケーブルを使って、iPodを本機
に接続します。
USBケーブルで接続すると、以下の操作ができます。
• 本機のリモコンで iPodを操作できます。
• テレビ画面にiPodのコンテンツ一覧や曲の再生情
報を表示できます。

戻る

iPod
コントロール

USB

�／�／�／�
決定

iPodを接続する

1 iPod に付属の USB ケーブルを iPodに
接続する。
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iPodに付属のUSBケーブルを使って接続している
場合は、テレビ画面を見ながらiPodを操作できます。
• テレビにiPodの操作用画面を表示させるには、「メ
ニュー画面をテレビに表示させる」（☞21 ページ）
をご覧ください。

• トランスミッターを使ってiPodを無線接続してい
る場合、テレビ画面を見ながらの操作はできませ
ん。iPod本体を直接操作してください。

2 USBケーブルを前面のUSB端子に接続
する。

「Plugged」と表示されます。

3 USB キーで入力を「USB」に切り替え
る。

4 iPod のコンテンツを選び、再生を始め
る 1)。

• テレビ画面を見ながら操作するときは、iPod
コントロールキーを押します。

• iPod本体で操作するときは（☞52 ページ）、
テレビ画面の表示を消します。

Plugged

テレビ画面を見ながら iPodを操作する

1 USB キーを押して、入力を「USB」に
切り替える。

画面は「USB」に切り替えた場合の例です。
このような画面が表示されないときは、iPod
コントロールキーを押してください。

テレビ画面に「機器が接続されていません」2)

と表示される場合は、iPodがUSB端子に正
しく接続されているか確認してください。

2 ／ ／ ／ キーでコンテンツを選び、
決定キーで確定する。

曲を選ぶと再生が始まり、再生画面が表示さ
れます。

［ｉＰｏｄ］
トップメニュー
▲
ミュージック　　　　　　　　　　　 ＞
ビデオ　　　　　　　　　　　　　　 ＞

▼
　　　　　　　　１／２

［ｉＰｏｄ］　　　　　　　　０：３０

　　Ａｒｔｉｓｔ０１
　　Ａｌｂｕｍ０１
　　Ｓｏｎｇ０１

• 1つ上の階層に戻るには、 キー 3)を押します。
• 一時停止やスキップなどは、本機のリモコンで操
作します（☞51 ページ）。

y ヒント

ビデオの映像は iPodの画面でお楽しみください。 フロントパネルディスプレイには、「No Device」と表示
されます。

キーのかわりに戻るキーを押すこともできます。

1) y 2) y

3) y
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再生
1 リスト名

2 コンテンツリスト
／ キーでコンテンツを選び、 キーを押すと

曲のリストが表示されます。曲を選んで決定キー
を押すと再生が始まります。

3 コンテンツ番号／総数
／ ／ ／ キーで以下の操作ができます。

1 再生アイコン
シャッフル再生／リピート再生の設定（☞51
ページ）、および再生状態（再生／一時停止／早
送り／巻戻し）が表示されます。

2 曲情報
アーティスト名、アルバム名、曲名、再生時間が
表示されます。

表示オプション

�／�／�／�
決定

ブラウズ画面

1ページ上へ キーを押し続けると、1ペー
ジ上のリストに切り替えます。

1ページ下へ キーを押し続けると、1ペー
ジ下のリストに切り替えます。

再生画面へ 再生中の曲を選んで キーを押
すと、再生画面に切り替わりま
す。

再生画面

［ｉＰｏｄ］
プレイリスト
▲
８０　年代ミュージック　　　　　　 ＞
９０　年代ミュージック　　　　　　 ＞
クラシック音楽　　　　　　　　　　 ＞
トップ　２５　　　　　　　　　　　 ＞
トップレート　　　　　　　　　　　 ＞
ミュージックビデオ　　　　　　　　 ＞
購入した項目　　　　　　　　　　　 ＞
最近再生した曲　　　　　　　　　　 ＞
▼
　　　　　　　３／１０

1

2

3

［ｉＰｏｄ］　　　　　　　　１：１７

　　Ａｒｔｉｓｔ０１
　　Ａｌｂｕｍ０１
　　Ｓｏｎｇ０１

1
2

2
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再生中の曲情報をフロントパネルディスプレイに表
示します。

本機のリモコンを使って iPodを操作します。

iPodのシャッフル再生およびリピート再生をオプ
ションメニューで設定します。オプションメニューは
フロントパネルディスプレイのみに表示されます。

再生中の曲情報を表示する

表示キーを押す。

表示キーを押すたびに、以下のように切り替わります。

ブラウズ画面（曲を再生していないとき）では、
現在の階層名→Beam→Decorder→Cinema DSP
→現在の階層名の順に表示します。

リモコンで操作する

本機の
リモコンキー 説明

選択中の曲を再生します。
再生を一時停止します。
再生を停止します。
押し続けている間、曲を巻き戻しします。
押し続けている間、曲を早送りします。
再生中の曲の先頭（または前の曲）にスキップ
します。
次の曲にスキップします。

SONG：曲名

　▼
PLAY TIME：再生時間

　▼
REM. TIME：再生の残り時間

　▼
ARTIST：アーティスト名

　▼
ALBUM：アルバム名

　▼
Beam：音声ビームの設定（☞34 ページ）

　▼
Decoder： 動作しているデコーダー

（☞36 ページ）
　▼
Cinema DSP：シネマDSPプログラム

（☞32 ページ）
　▼

シャッフル再生／リピート再生

1 入力に「USB」が選ばれている状態で、
オプションキーを押す。

2 ／ キーを押して「REPEAT」（リピー
ト）または「SHUFFLE」（シャッフル）
を選ぶ。

3 キー 1)を押す。

4 ／ キーで設定値を選ぶ。

項目 設定値 説明

SHUFFLE
（シャッフル）

OFF（オフ） シャッフル再生を無効にする。
SONGS（曲） 曲をランダムに再生する。

再生画面（☞50 ページ）にシャッ
フルアイコンが表示されます。

ALBUMS
（アルバム）

アルバム単位でランダムに再生する。
再生画面（☞50 ページ）にシャッ
フルアイコンが表示されます。

REPEAT
（リピート）

OFF（オフ） リピート再生を無効にする。
ONE（1曲） 現在の曲を繰り返し再生する。

再生画面（☞50 ページ）にリ
ピート（1曲）アイコンが表示さ
れます。

ALL（すべて） 選んだアルバム内の曲を繰り返し
再生する。
再生画面（☞50 ページ）にリ
ピート（すべて）アイコンが表示
されます。

5 オプションキーを押して、オプションメ
ニューを終了する。

REPEAT

        OFF

        ONE

キーのかわりに決定キーを押すこともできます。
1) y
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再生
iPod本体を操作してコンテンツを再生します。

本機のリモコンを使って iPodを操作できます。

戻る
表示

iPod
コントロール

�／�／�／�
決定

iPod本体で操作する

1 iPodコントロールキーを押す。

テレビの表示が消えて、iPodで操作できます。
テレビの表示（ブラウズ画面）に戻すには、も
う一度 iPodコントロールキーを押します。

2 iPodでコンテンツを選び、再生を始める。

iPodの操作方法については、お使いの iPod
の操作説明書をご覧ください。

リモコンで操作する

本機の
リモコンキー 説明

選択中の曲を再生または一時停止します。

再生を停止します。
押し続けている間、曲を巻き戻しします。
押し続けている間、曲を早送りします。
再生中の曲の先頭（または前の曲）にスキップ
します。
次の曲にスキップします。
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入力名とサラウンドに関する情報を表示します。
iPodは以下の方法で充電できます。

iPodに付属のUSBケーブルを使って本機に接続
する
本機の電源がオンのときに接続します1)。本機の電
源がスタンバイになっても充電を継続します。

本機に付属のUSBケーブルを使ってパソコンに接
続する
付属のUSBケーブルを使って、トランスミッターを
パソコンに接続すると iPodを充電できます。

• パソコンの USB 端子の電源供給能力によっては、
充電できない場合があります。

• パソコンに接続しているとき、通常は iPodの音声
を本機で再生できません 2)。

• パソコンと iPodは同期状態になります。

フロントパネルディスプレイの情報表示
を切り替える

表示キーを押す。

表示キーを押すたびに、以下のように切り替わります。

USB（入力名）

　▼
Beam：音声ビームの設定（☞34 ページ）

　▼
Decoder： 動作しているデコーダー

（☞36 ページ）
　▼
Cinema DSP：シネマDSPプログラム

（☞32 ページ）
　▼

iPodを充電する

本機

USBケーブル（付属）

本機の電源がスタンバイのときに接続すると、充電できま
せん。

パソコンと iPodの組み合わせによっては、再生できるこ
ともあります。

1) y 2) y
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再生
本機にUSB機器を接続すると、機器内の音声ファイ
ル（WAV、MP3、WMA、MPEG4-AAC）を再生で
きます。

本機は、USBハードディスクドライブを除くFAT16/
FAT32フォーマットのUSBマスストレージクラス
のUSB機器に対応しています。お使いのUSB機器
の取扱説明書もあわせてご覧ください。

USB機器の再生では、以下の操作ができます。
• 本機のリモコンで曲の再生を操作できます。
• テレビ画面にUSB機器のコンテンツ一覧や曲の再
生情報を表示できます。

戻る

USB

�／�／�／�
決定

USB機器を接続する

USB機器を前面の USB端子に接続する。

「Plugged」と表示されます。

本機のUSB機器再生は、48kHz以下のサンプ
リング周波数に対応しています。

Plugged

• USB機器を差し込むときは、正しい向きになっ
ていることを確認してください。

• ファイル数が多い USB機器を接続した場合は、読
み込みに時間がかかることがあります。読み込み
中はフロントパネルディスプレイとテレビ画面に
「Loading...」（読み込んでいます ...）と表示されま
す。

ご注意
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テレビ画面を見ながら曲を選んで再生します。
テレビにUSB機器の操作用画面を表示させるには、
「メニュー画面をテレビに表示させる」（☞21 ペー
ジ）をご覧ください。

1 リスト名

2 曲のリスト
USB機器の曲やフォルダー一覧が表示されます
（15文字まで）。
／ キーで曲を選び、決定キーを押すと再生が

始まります。

3 コンテンツ番号／総数
／ ／ ／ キーで以下の操作ができます。

1 再生アイコン
リピート再生の設定（☞57 ページ）、および再生
状態（再生／一時停止／早送り／巻戻し）が表示
されます。

2 曲情報
アーティスト名、アルバム名、曲名、再生時間が
表示されます。

テレビ画面を見ながら操作する

1 USB キーを押して、入力を「USB」に
切り替える。

画面は「USB」に切り替えた場合の例です。

テレビ画面に「機器が接続されていません」と
表示される場合は、USB機器がUSB端子に
正しく接続されているか確認してください。

2 ／ ／ ／ キーでフォルダー（ディレ
クトリー）または曲を選び、決定キーで
確定する。

曲を選ぶと再生が始まり、再生画面が表示さ
れます。

［ＵＳＢ］
トップ
▲
０１　ＳＯＮＧ　Ａ　　　　　　　　 ＞
０２　ＳＯＮＧ　Ｂ　　　　　　　　 ＞
０３　ＳＯＮＧ　Ｃ　　　　　　　　 ＞
０４　ＳＯＮＧ　Ｄ　　　　　　　　 ＞
０５　ＳＯＮＧ　Ｅ　　　　　　　　 ＞
０６　ＳＯＮＧ　Ｆ　　　　　　　　 ＞
０７　ＳＯＮＧ　Ｇ　　　　　　　　 ＞
０８　ＳＯＮＧ　Ｈ　　　　　　　　 ＞
▼
　　　　　　　１／１０

［ＵＳＢ］　　　　　　　　　０：３０

　　Ａｒｔｉｓｔ０１
　　Ａｌｂｕｍ０１
　　Ｓｏｎｇ０１

• 1つ上の階層に戻るには、 キー 1)を押します。
• 一時停止やスキップなどは、本機のリモコンで操
作します（☞57 ページ）。

• 本機が対応していない形式の音声ファイルは表示
されません。

y ヒント

ブラウズ画面

1ページ上へ キーを押し続けると、1ペー
ジ上のリストに切り替えます。

1ページ下へ キーを押し続けると、1ペー
ジ下のリストに切り替えます。

再生画面へ 再生中の曲を選んで キーを押
すと、再生画面に切り替わりま
す。

再生画面

［ＵＳＢ］
トップ
▲
０１　ＳＯＮＧ　Ａ　　　　　　　　 ＞
０２　ＳＯＮＧ　Ｂ　　　　　　　　 ＞
０３　ＳＯＮＧ　Ｃ　　　　　　　　 ＞
０４　ＳＯＮＧ　Ｄ　　　　　　　　 ＞
０５　ＳＯＮＧ　Ｅ　　　　　　　　 ＞
０６　ＳＯＮＧ　Ｆ　　　　　　　　 ＞
０７　ＳＯＮＧ　Ｇ　　　　　　　　 ＞
０８　ＳＯＮＧ　Ｈ　　　　　　　　 ＞
▼
　　　　　　　１／１０

1

2

3

［ＵＳＢ］　　　　　　　　　０：３０

　　Ａｒｔｉｓｔ０１
　　Ａｌｂｕｍ０１
　　Ｓｏｎｇ０１

1
2

2

キーのかわりに戻るキーを押すこともできます。
1) y
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再生
再生中の曲情報をフロントパネルディスプレイに表
示します1)。

表示

決定

オプション

�／�

再生中の曲情報を表示する

表示キーを押す。

表示キーを押すたびに、以下のように切り替わります。

ブラウズ画面（曲を再生していないとき）では、
現在の階層名→Beam→Decoder→Cinema DSP
→現在の階層名の順に表示します。

FILE：ファイル名

　▼
PLAY TIME：再生時間

　▼
REM. TIME：再生の残り時間

　▼
SONG：曲名

　▼
ARTIST：アーティスト名

　▼
ALBUM：アルバム名

　▼
Beam：音声ビームの設定（☞34 ページ）

　▼
Decoder： 動作しているデコーダー

（☞36 ページ）
　▼
Cinema DSP：シネマDSPプログラム

（☞32 ページ）
　▼

英数字のみで表示されます。表示できない文字は“＿”に
なります。

1) y
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本機のリモコンを使ってUSB機器の曲を操作しま
す。

USB機器に保存されている曲のリピート再生をオプ
ションメニューで設定します。オプションメニューは
フロントパネルディスプレイのみに表示されます。

リモコンで操作する

本機の
リモコンキー 説明

選択中の曲を再生します。
再生を一時停止します。
再生を停止します。
押し続けている間、曲を巻き戻しします。
押し続けている間、曲を早送りします。
再生中の曲の先頭（または前の曲）にスキップ
します。
次の曲にスキップします。

リピート再生

1 入力に「USB」が選ばれている状態で、
オプションキーを押す。

2 ／ キーを押して「REPEAT」（リピー
ト）を選ぶ。

3 キー 2)を押す。

4 ／ キーで設定値を選ぶ。

項目 設定値 説明

REPEAT
（リピート）

OFF（オフ） リピート再生を無効にする。
ONE（1曲） 現在の曲を繰り返し再生する。

再生画面（☞55 ページ）にリ
ピート（1曲）アイコンが表
示されます。

FOLDER
（フォルダー）

現在のフォルダー内の曲を繰
り返し再生する。
再生画面（☞55 ページ）にリ
ピートアイコンが表示されま
す。

ALL（すべて） USB機器内の曲を繰り返し再
生する。
再生画面（☞55 ページ）にリ
ピート（すべて）アイコンが
表示されます。

RANDOM
（ランダム）

曲をランダムに再生する。
再生画面（☞55 ページ）にラ
ンダムとリピートアイコンが
表示されます。

5 オプションキーを押して、オプションメ
ニューを終了する。

REPEAT

        OFF

        ONE

キーのかわりに決定キーを押すこともできます。
2) y
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設定
設定メニュー

設定メニューには、良好なサラウンド効果を得るた
めの音声ビームの調整、スピーカーレベルなどの音
の調節、HDMIの設定など、本機を使いこなすため
のいろいろな設定があります。
• 設定メニューはテレビ画面を見ながら設定します
（フロントパネルディスプレイには表示されませ
ん）。テレビにメニューを表示させる方法について
は、「メニュー画面をテレビに表示させる」（☞21
ページ）をご覧ください。

操作手順

設定 戻る

／ ／ ／
決定 1 設定キーを押す。1)

2 ／ キーを押してメニューを選び、
キー 2)を押す。

設定したいメニューが表示されるまで、この
手順を繰り返してください。

3 ／ キーを押して、各メニューを設定
する。3)

4 設定キーを押して、設定メニューを終了
する。

キー4)を押すと、ひとつ前のメニュー表示に
戻ります。

▲　　　　　　　　��

インテリビーム
水平角度
ビーム経路長
焦点距離
Ｌｃｈ/Ｒｃｈ位置調整
チャンネル出力
▼

設定メニュー
▲　　　　　　�

ビーム
サウンド
ＨＤＭＩ
ＡｉｒＷｉｒｅｄ
表示
情報表示
▼

設定メニュー
▲　　　　　　�

ビーム
サウンド
ＨＤＭＩ
ＡｉｒＷｉｒｅｄ
表示
情報表示
▼

▲　　　　　　　　��

インテリビーム
水平角度
ビーム経路長
焦点距離
Ｌｃｈ/Ｒｃｈ位置調整
チャンネル出力
▼

長押しすると、言語選択の画面になります（☞65 ページ）。

キーのかわりに決定キーを押すこともできます。

「＊」のついた数値や選択項目は初期設定です。

キーのかわりに戻るキーを押すこともできます。

1) ご注意

2) y

3) y

4) y
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設定メニューリスト
カテゴリー メニュー サブメニュー 内容 ページ

ビーム

インテリビーム
ビーム調整＋音質調整 ビームと音質を自動的に設定します。 ☞25 ページ
ビーム調整 ビームを自動的に設定します。 ☞25 ページ
音質調整 音質を自動的に設定します。 ☞25 ページ

水平角度
フロント左、フロント
右、センター、サラウ
ンド左、サラウンド右

音声ビームの水平方向の角度を調節します。 ☞60 ページ

ビーム経路長

フロント左、フロント
右、センター、サラウ
ンド左、サラウンド右、
サブウーファー

音声ビームの距離を調節します。 ☞60 ページ

焦点距離
フロント左、フロント
右、センター、サラウ
ンド左、サラウンド右

音声ビームの焦点距離を調節します。 ☞60 ページ

Lch/Rch位置調整 調整、左、右 左右の音のバランスを調節します。 ☞61 ページ

チャンネル出力 サラウンド音声のチャンネル出力を設定しま
す。 ☞61 ページ

サウンド

スピーカーレベル

フロント左、フロント
右、センター、サラウ
ンド左、サラウンド右、
サブウーファー

各チャンネルの音量を調節します。 ☞62 ページ

アダプティブ DRC
本機の音量に連動してダイナミックレンジを
調節するかどうかを設定します。 ☞62 ページ

ダイナミックレンジ ダイナミックレンジを設定します。 ☞63 ページ
マトリックスデコー
ダー サラウンドデコーダーを設定します。 ☞36 ページ

Dolby PL IIxパラメー
ター

センターの広がり、パ
ノラマ、ディメンジョ
ン

ドルビープロロジック IIxのパラメーターを
設定します。 ☞63 ページ

HDMI

HDMIコントロール HDMIコントロール機能のオン／オフを切り
替えます。 ☞63 ページ

HDMI音声出力 HDMI入力した音声を、本機またはテレビの
どちらで再生するかを設定します。 ☞63 ページ

TVインプット TV入力の端子を光デジタルからデジタル入
力 AUX（同軸デジタル）に変更します。 ☞63 ページ

AirWired
インターロック

トランスミッターと本機が無線接続されてい
るとき、iPodの操作による本機の電源連動
をオン／オフします。

☞64 ページ

グループ ID 本機のグループ IDを設定します。 ☞64 ページ

表示

ディマー フロントパネルディスプレイの明るさを調節
します。 ☞65 ページ

メニュー言語 メニュー画面の表示言語を設定します。 ☞65 ページ

距離単位 メニューなどに表示される長さや距離の単位
を設定します。 ☞65 ページ

情報表示

音声 入力している音声信号の情報を表示します。 ☞65 ページ
映像 入力している映像信号の情報を表示します。 ☞65 ページ

システム 本機のファームウェアのバージョンを表示し
ます。 ☞65 ページ
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ビームの設定
インテリビームの「自動設定」（☞23 ページ）によ
り、「水平角度」、「ビーム経路長」、「焦点距離」（「セ
ンター」を除く）および「Lch/Rch位置調整」は適
切な値に設定されていますが、お好みにより微調整
できます。
また、「ビーム」の設定では、サラウンド音声のチャ
ンネル出力を変更できます。

テスト音を聴きながら、音声ビームの水平方向の角
度をチャンネルごとに調節します。
左方向に調節すると音声出力は左方向へ移動し、右
方向に調節すると右方向へ移動します。

サブメニュー表示1)：フロント左、フロント右、セ
ンター、サラウンド左、サラウンド右
調整範囲： 左90°～右90°

音声のビームが出力されてから壁にはね返って視聴
位置に到達するまでの距離をチャンネルごとに設定
します。音の遅延量が補正され、各チャンネルの音が
同じタイミングで視聴位置に届くようになります。
サブメニュー表示1)：フロント左、フロント右、セ
ンター、サラウンド左、サラウンド右
調整範囲：0.3m～24.0m
サブメニュー表示：サブウーファー
調整範囲：0.3m～2.5m*～15.0m

音がよく聞こえる範囲（スイートスポット）の広さ
を調節します。
下図のように音が一旦焦点を結び、その地点からま
た広がるよう設定されています。数値を小さく（－
（マイナス）方向に）設定するほどスイートスポット
は広くなり、数値を大きく（＋（プラス）方向に）設
定するほどスイートスポットは狭くなります。

センターチャンネルについては、初期設定
（－0.5m）での使用をおすすめします。
サブメニュー表示1)：フロント左、フロント右、サ
ラウンド左、サラウンド右
調整範囲：－1.0m～＋13.0m
サブメニュー表示：センター
調整範囲：－1.0m～－0.5m*～＋13.0m

水平角度

左角度 右角度

ビームの角度

キー：
小さくなる

キー：
大きくなる

キー：
小さくなる

キー：
大きくなる

左側 右側

「サラウンドの音声出力方法を切り替える」（☞34 ページ）
の設定により、設定できないチャンネルはグレーの文字で
表示され、選べません。

「ビーム経路長」は「水平角度」を調節した場合にのみ設
定してください。

1) y 2) ご注意

ビーム経路長

焦点距離

2)

右図では、矢印の長さがビー
ムの経路長を表しています。

3)

焦点距離

焦点

スイート 
スポット
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左右の音が不自然に聞こえたら、まず各チャンネル
の音量を調節します（☞31、62 ページ）。
調節しても改善されない場合は、左右チャンネルの
位置調整をします。
フロント左／右チャンネルの音声が聞こえてくる方
向が、センターに近い位置になるように調節します。
左右で音の聞こえてくる方向が不自然な場合に調節
してください。
「サラウンドの音声出力方法を切り替える」（☞34
ページ）を「5ビーム プラス2」または「5ビーム」、
「3ビーム」に設定しているときに調節できます。

サブメニュー表示：調整

「オン」を選択すると、音の方向を調節できます。
選択項目：オフ *、オン

サブメニュー表示：5.1ch、7.1ch、AUTO*
音声ビームの出力チャンネル（5.1ch、7.1ch、
AUTO）を設定します。
「AUTO」の設定では、入力信号にしたがって以下の
ように適切なチャンネル数で出力します。
　ー入力信号が2ch／5.1chのとき→5.1ch出力
　ー入力信号が6.1ch／7.1chのとき→7.1ch出力
「チャンネル出力」の設定により、音声ビーム出力方
法の種類が異なります（☞34 ページ）。

Lch/Rch位置調整

1「左」を設定する。
設定値（％）が上がるほどセンターから音が
聞こえるようになります。
調整範囲：0％*～95％

↑
0

＋
↓

－

例 フロント左チャンネル
（焦点距離が
プラスのとき）

センターチャンネル
（焦点距離が
マイナスのとき）

フロント左チャンネルを
調節したときのイメージ

左チャンネルが
不自然なとき

2「右」を設定する。
設定値（％）が上がるほどセンターから音が
聞こえるようになります。
調整範囲：0％*～95％

チャンネル出力

フロント右チャンネルを
調節したときのイメージ

右チャンネルが
不自然なとき

「自動設定」（☞23 ページ）では、スイートスポットが本
機の幅より少し広くなるよう自動的に調節されます。

3) y
61 Ja



設定メニュー
サウンドの設定

チャンネルごとに出力されるテスト音を聴きなが
ら、各チャンネルの音がバランス良く聞こえるよう
に、チャンネルごとの音量を調節します。1)

サブメニュー表示：
フロント左、フロント右、センター、サラウンド左、
サラウンド右、サブウーファー

調整範囲： －20～＋20

本機の音量とダイナミックレンジ3)を連動して調節
します。「オン」に設定すると、ダイナミックレンジ
は次のように調節されるので、夜間などに小音量で
聴く際にも聴きやすくなります。
音量を小さくしたとき：
ダイナミックレンジが狭くなります。大きな音は音
量を小さめに、聞き取りにくい小さな音は大きめに
再生します。
音量を大きくしたとき：
ダイナミックレンジが広くなります。小さな音から
大きな音まで、ソースの持つ音量のまま再生します。

選択項目：オン *、オフ

「オン」：ダイナミックレンジを自動調節します。
「オフ」：ダイナミックレンジを自動調節しません。

AUX

ビーム

TV

スピーカーレベル

アダプティブ DRC 2)

出
力
レ
ベ
ル

入力レベル

音量：小

オン

オフ 出
力
レ
ベ
ル

入力レベル

音量：大

オン

オフ

ビームキーで音声ビームの出力を「マイサラウンド」に設
定した場合は、以下の項目を設定することができます。
サブメニュー表示：センター、サラウンド左右、サブウー
ファー

•「オン」に設定すると、「ダイナミックレンジ」が自動
的に「最大」に設定されます。

• ユニボリュームをオンにすると、本設定は無効になり
ます。

最大音量から最小音量までの差をダイナミックレンジと
いいます。

1) y 2) y

3) y
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ダイナミックレンジを設定します。
選択項目：最大 *、標準、最小 /自動
最大：入力された信号を補正せず、そのまま再生し
ます。4)

標準：一般的な家庭用として推奨するダイナミック
レンジです。
最小 /自動：
（最小）夜間に小音量でも聴きやすいダイナミックレ
ンジに調節します。
（自動）入力信号からの情報に基づいてダイナミックレ
ンジを調節します。

サラウンドデコーダー「ドルビープロロジック IIx
ミュージック」のパラメーターを調節できます。
サブメニュー表示：センターの広がり
値を大きくするとセンターチャンネルの音声が左右
に広がり、小さくすると中央に近づきます。
調整範囲：0～3*～7
サブメニュー表示：パノラマ
「オン」に設定すると、フロント左右チャンネルの音
声が左右に回り込み、サラウンドチャンネルの音声
とつながるような広がりが得られます。
選択項目：オフ *、オン
サブメニュー表示：ディメンジョン
フロントとサラウンドチャンネルのレベル差を調節
します。値を大きくするとフロントの音声が強くな
り、小さくするとサラウンドチャンネルの音声が強
くなります。
調整範囲：－3～0*～＋3

HDMIの設定
HDMI信号やHDMIコントロール機能に関する設定
をします。

HDMIコントロール機能（☞28 ページ）のオン／オ
フを切り替えます。
選択項目：オフ、オン *

「オフ」： コントロール機能を無効にします。本機の
待機時消費電力を低減できます。
「オン」： コントロール機能を有効にします。

HDMI入力音声信号を再生する機器を設定します。
「HDMIコントロール」が「オフ」のときに機能が有
効になります。5)

選択項目：AMP*、TV

「AMP」： 入力した音声信号を本機で再生します。
「TV」： HDMI出力（ARC）端子に接続したテレビで
音声を再生します。

テレビにARC機能がない場合（またはARC機能を
オフにしている場合）、テレビの音声はデジタル入力
TV端子（オプティカル）に割り当てられています
（初期設定）。この割り当てをデジタル入力AUX端子
（コアキシャル）と入れ替えることができます。6)

選択項目：オプティカル *、コアキシャル

ダイナミックレンジ

Dolby PL IIxパラメーター

3)

HDMIコントロール

HDMI音声出力

TVインプット

「最大」以外に設定すると、「アダプティブ DRC」が自動
的に「オフ」に設定されます。

本機の HDMI入力端子に入力した HDMI映像信号は、常
に本機の HDMI出力（ARC）端子へ出力されます。

「コアキシャル」に割り当てを変更した場合、TV キーを
押すとデジタル入力 AUX 端子に接続した機器（テレビ）
の音声を入力します。AUXキーを押すと TV端子に接続
した機器の音声を入力します。

4) y 5) y

6) y
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AirWiredの設定
ヤマハ「AirWired」技術による無線機能を設定し
ます。

「オン」に設定すると、トランスミッターと本機が無
線接続している場合に、iPodの再生開始に連動して
本機の電源がオンになるなどの機能が動作します。
詳しくは、「本機と iPodの連動」（☞46 ページ）を
ご覧ください。
選択項目：オフ、オン *

センターユニットのグループ IDを変更します。
選択項目：A1*～A2、B1～B3、C1～C3

設定

インターロック

グループ ID
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表示の設定

フロントパネルディスプレイの明るさを調節しま
す。数値が小さくなるほど暗くなります。
エコ機能がオンのときは、設定値を数秒間表示する
ときだけ設定した明るさになります。
選択項目：－4～－1、0*（最も明るい）

テレビに表示されるメニュー画面の表示言語を設定
します。
選択項目：日本語 *、ENGLISH、DEUTSCH、
FRANÇAS、ESPAÑOL、ITALIANO、
NEDERLAND、PYCCЌИЙ、SVENSKA
「日本語」：日本語で表示します。
「ENGLISH」：英語で表示します。
「DEUTSCH」：ドイツ語で表示します。
「FRANÇAS」：フランス語で表示します。
「ESPAÑOL」：スペイン語で表示します。
「ITALIANO」：イタリア語で表示します。
「NEDERLAND」：オランダ語で表示します。
「PYCCЌИЙ」：ロシア語で表示します。
「SVENSKA」：スウェーデン語で表示します。

メニューなどに表示される長さや距離の単位を設定
します。
選択項目：メートル *、フィート
メートルとフィートを切り替えてしまうと、設定内
容は変更した単位に反映されません。切り替えたと
きは設定をやり直してください。

情報表示
本機に入力している音声・映像信号の情報を表示し
ます。

現在入力している音声信号について、以下の情報を
表示します。

現在入力している映像信号について、以下の情報を
表示します。

本機のファームウェアのバージョンを表示します。

ディマー

メニュー言語

距離単位

1)

音声

フォーマット デジタル音声のフォーマット
チャンネル数 入力信号に含まれているチャンネル数

（フロント／サラウンド／ LFE（低域
効果音））表示例：「3／ 2／ 0.1」→ 
入力信号にフロント 3ch、サラウンド
2ch、LFEあり
フロント、サラウンド、LFE以外の
チャンネルが含まれていると、
「5.1ch」のように合計のチャンネル数
で表示されることがあります。

サンプリング周波数 デジタル入力信号のサンプリング周波
数

ビットレート 2) 入力信号の 1秒あたりのビットレート

映像

種類 HDMIまたは DVI
解像度 映像信号の解像度

システム

• 設定キーを長押しすると、「メニュー言語」を直接表
示することができます。

• HDMIコントロール対応のテレビをご使用の場合、設
定が自動的に変更されることがあります。

• 表示言語を設定できるのは、テレビ画面に表示される
メニューだけです。フロントパネルディスプレイは常
に英数字で表示します。

入力信号によっては表示されない場合があります。
1) y 2) y
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拡張メニュー

「拡張メニュー」は、最大音量の制限や、センターユ
ニットの INPUTキーを無効にするなど、本機の機能
をより詳細に設定します。通常は使用しません。

�／�／�／�

戻る

決定

電源（　） 1 電源（ ）キーを押して、本機の電源を
スタンバイにする。

2 センターユニットの INPUTキーを押し
ながら、リモコンの電源（ ）キーを押
して電源をオンにする。

フロントパネルディスプレイに「ADVANCED」
と表示されます。拡張メニューはテレビには表示
されません。

3 センターユニットの INPUTキーをはな
す。

4 ／ キーで、設定したいメニューをフ
ロントパネルディスプレイに表示させ、
キー 1)を押す。2)

5 ／ キーを押して、設定を変更する。3)

6 電源（ ）キーを押して、電源をスタン
バイにする。

再度電源（ ）キーを押して電源を入れると、
設定されます。

キーのかわりに決定キーを押すこともできます。

ひとつ前の表示に戻るには、 または戻るキーを押して
ください。

設定値の「*」は初期設定を表しています。
1) y

2) y

3) y
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設定項目 内容 選択項目／調整範囲

TURN ON VOLUME 起動時の音量 OFF*（設定しない）、1～ 70

MAX VOLUME 音量最大値の制限 1～ 99、MAX*（最大）

INPUT LOCK 本体 INPUTキーの有効／無効 ON（無効）
OFF*（有効）

PANEL LOCK 本体操作キーの有効／無効 ON（無効）
OFF*（有効）

R.INPUT POWER スタンバイ状態からリモコンの入力選択キー
で起動する

ON（起動する）
OFF*（起動しない）

AC ON STANDBY 本機への電源供給が回復したときの状態 ON（スタンバイ状態）
OFF*（電源遮断前の状態）

MEMORY PROTECT システムメモリー 1／ 2／ 3（☞27 ページ）
を保護

ON（保護する）
OFF*（保護しない）

YRB FL4) 反射板 YRB-100をフロント左に使用する YES（反射板を使用する）
NO*（反射板を使用しない）

YRB FR4) 反射板 YRB-100をフロント右に使用する YES（反射板を使用する）
NO*（反射板を使用しない）

YRB SL4) 反射板 YRB-100をサラウンド左に使用する YES（反射板を使用する）
NO*（反射板を使用しない）

YRB SR4) 反射板 YRB-100をサラウンド右に使用する YES（反射板を使用する）
NO*（反射板を使用しない）

FW UPDATE 本機のファームウェアのバージョン確認と、
ファームウェアのアップデート

02.00.04*（ファームウェアのバージョン表示）5)

START OK?（ファームウェアのアップデート）

INITIALIZE6) 設定の初期化 OK（初期化する）
CANCEL*（初期化しない）

YRB の設定を選ぶと、テレビに反射板設置補助のための
画面が表示されます。YRB-100の取扱説明書をご覧のう
え、YRB-100を設置してください。

「02.00.04」は表示例です。

本機の操作ができなくなったときなどに、初期化すること
で問題が解決する場合があります。

4) y 5) y

6) y
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困ったときは
故障かな？と思ったら

ご使用中に本機が正常に作動しなくなった場合は下記の点をご確認ください。対処しても正常に動作しない
場合や、下記以外で異常が認められた場合は、本機をスタンバイ状態にし、電源プラグをコンセントから抜
いてから、お買上げ店またはヤマハ修理ご相談センターにお問い合わせください。

全般

症状 原因 対策 参照ページ

本機が正常に作動しない 内部マイコンが外部電気ショック（落雷
または過度の静電気）、または電源電圧
の低下によりフリーズしている。

コンセントから電源プラグを抜き、約 30秒後
にもう一度差し込んでください。 ―

TX／ RXインジケーターが両方点滅し
ているときは、本機内部の無線通信機能
に不具合が生じている。

センターユニットおよびサブウーファーの電源
プラグをコンセントから抜き、お買い上げ店ま
たはヤマハ修理ご相談センターにお問い合わせ
ください。

―

電源（ ）キーを押して
も電源が入らない／すぐ
に電源が切れてしまう

電源コードがしっかり接続されていない。 電源コードが正しくコンセントに接続されてい
ることをご確認ください。 18

内部マイコンが外部電気ショック（落雷
または過度の静電気）、または電源電圧
の低下によりフリーズしている。

コンセントから電源プラグを抜き、約 30秒後
にもう一度差し込んでください。 ―

使用中に突然電源が切れ
る

機器内部の温度が上昇したため、保護回
路が働き電源が切れた。

温度が下がるのを待ち（約 1時間程度）、本機
の周囲に十分なスペースがあること、本機を布
などで覆っていないことを確認して電源を入れ
なおしてください。

12

エコ機能が作動した。 電源を入れてソースを再生し直してください。 39

付属のトランスミッターを使用中、「イ
ンターロック」が「オン」に設定されて
いる状態で、無線が切断されてしばらく
経過したために電源が切れた。

無線接続を再開するか、iPodの音声を検知さ
せて、本機の電源をオンにしてください。 ―

音声が出ない 再生機器がしっかり接続されていない。 接続を確認してください。 18、19

再生したいソースが正しく選ばれていな
い。

入力選択キーで、再生したいソースを正しく選
んでください。 30

音量が小さい。 音量を大きくしてください。 30

消音されている。 消音キーまたは音量（＋／－）キーを押して消
音を解除してください。 30

本機で再生できない信号が入力されてい
る。

本機で再生可能な信号のソースを再生してくださ
い。または再生機器の設定を変更してください。 79

「HDMI音声出力」を「TV」に設定して
いる。

「AMP」に設定してください。 63

「HDMIコントロール」が「オフ」に設
定されている。

ARC（オーディオリターンチャンネル）対応の
テレビと本機を HDMIケーブルのみで接続する
場合は、「HDMIコントロール」を「オン」に
設定してください。

63

「HDMIコントロール」を「オフ」にしたまま
使うには、本機のデジタル入力 TV端子（光）
とテレビの音声出力端子を光ファイバーケーブ
ルで接続してください。

19

HDMIコントロール機能を使用している
テレビの音声出力先が、テレビの内蔵ス
ピーカーになっている。

テレビの HDMIに関する設定で、音声出力先を
テレビの内蔵スピーカー以外に切り替えてくだ
さい。

―

有線放送などでエフェク
トチャンネルの音がノイ
ズになる

あらかじめソースにサラウンド効果がか
かっている。

本機でサラウンド効果をかけないでください。
―

特定のチャンネル音声が
出ない／はっきり聞こえ
ない

該当チャンネルの音量が絞られている。 該当チャンネルの音量を調節してください。 31、62

音声ビームが正しく設定されていない。 音声ビームを調節してください。 34

ステレオ再生している。 サラウンド再生してください。 32

音声出力方法により、出力されないチャ
ンネルがあります。

音声出力方法を変更してください。 34
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十分なサラウンド効果が
得られない

本機と再生機器やテレビをデジタル接続
している場合に、再生機器やテレビのデ
ジタル出力設定が有効になっていない。

再生機器やテレビ側の設定を確認してくださ
い。 ―

再生機器側で、常に 2 チャンネル
（PCM など）で出力するように設定され
ている

再生機器側の音声出力設定を変更してくださ
い。 ―

部屋が特殊な形状をしている、または本
機の設置場所や視聴位置が部屋の左右の
壁の中央からずれている。

本機の設置場所や視聴位置を変更してくださ
い。 14

音声ビーム経路上に壁がない。 音声ビーム経路上に反射板を設置してくださ
い。 ―

マイサラウンドモードを選択し、本体中
央正面以外の場所で視聴している。

本体中央正面で視聴してください。 35

サブウーファーから音声
が出ない

サブウーファーが無線接続されていない。 サブウーファー背面の LINK表示が点灯してい
るか確認してください。
点灯していない場合は、サブウーファー、セン
ターユニットおよびトランスミッターが、同じ
グループ IDになっているかを確認してくださ
い。

20

21

サブウーファーの音量が低い。 サブウーファー（＋）キーを押して音量を上げ
てください。 30

サブウーファーの低音が
小さい。

低音域が少ないソースを再生している。 低音域が多く含まれているソースを再生して確
認してください。 ―

サブウーファーの設置場所や向きを変更してく
ださい。 12

テレビ画面に映像が表示
されない

HDMIケーブルがしっかり接続されてい
ない。

接続を確認してください。
18、19

本機のメニュー画面が表
示されない

入力が USBで、iPod 操作中に iPodコ
ントロール キーを押した。

iPodコントロール キーをもう一度押すと、テ
レビに再生画面またはブラウズ画面が表示され
ます。

49

テレビの入力切り替えが正しく設定され
ていない。

テレビの入力を本機にしてください。 21

デジタル機器や高周波機
器からの雑音を受けてい
る

本機とデジタル機器や高周波機器の設置
場所が近すぎる。

本機からそれらの機器を離してください。
―

設定した内容が変わって
しまう

「HDMIコントロール」が「オン」に設
定されているとき、テレビの仕様によっ
ては、チャンネルを変えるなどのテレビ
の操作で、サラウンドモードなどの本機
の設定が変更される。

「HDMIコントロール」を「オフ」に設定する
か、本機のリモコンで再度設定してください。

63

HDMIコントロール機能
が正常に動作しない

「HDMIコントロール」が「オフ」に設
定されている。

「オン」に設定してください。 63

テレビのコントロール機能設定が有効に
なっていない。

テレビ側の設定を確認してください。 ―

規格の制限台数を超える HDMI機器を接
続している。

接続している HDMI機器の数を減らしてくださ
い。 ―

「AUDIO DELAY」を
「AUTO」に設定しても効
果が感じられない

テレビがオーディオディレイの自動補正
機能に対応していない。

「AUDIO DELAY」の遅延時間を手動で設定し
てください。 41

キー操作時に「Disable」
と表示される

操作したキーは現在の状態では機能しま
せん。 ―

症状 原因 対策 参照ページ
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故障かな？と思ったら
FM放送（YSP-4300のみ）

症状 原因 対策 参照ページ

ステレオ放送になると雑
音が多く聴きづらい

放送局から離れた地域で受信している
か、アンテナ入力が弱い。

アンテナの接続を確認してください。 20

アンテナを感度の良い、多素子のものに変えて
ください。 ―

モノラルで受信してください。 43

FM 専用アンテナを使用し
ているが、音が歪むなど
受信感度が悪い

マルチパス（多重反射）などの妨害電波
を受けている。

アンテナの高さや方向、設置場所を変えてくだ
さい。 ―

自動で選局できない 放送局から離れた地域で受信している
か、アンテナ入力が弱い。

アンテナを感度の良い、多素子のものに変えて
ください。 ―

手動選局で選局してください。 42

プリセット放送局が選局
できない

本機の電源がコンセントから長期間取り
外されていた。

再度プリセットしてください。 43

iPod／パソコン（トランスミッター使用時）

症状 原因 対策 参照ページ

無線接続ができない
（トランスミッターの緑色
ランプが消灯している）

iPodがトランスミッターにしっかりと
接続されていない。

iPod をトランスミッターに接続し直してくだ
さい。 46

トランスミッターに接続している iPod
のバッテリー残量がなくなった、または
極端に少ない。

iPod を充電してください。
53

付属の USB ケーブルがトランスミッ
ター（またはパソコン）にしっかりと接
続されていない。

USB ケーブルを接続し直してください。
47

非対応のパソコン（オペレーティングシ
ステム）を使用しているため、USB ド
ライバーが正しくインストールされてい
ない。

対応パソコン（オペレーティングシステム）を
使用してください。 77

無線接続ができない（ト
ランスミッターの緑色ラ
ンプが点滅している）

トランスミッターと本機のグループ ID 
が異なっている。

同じグループ ID に設定してください。 47

非対応の iPod を使用しているため、認
証されなかった。（この場合、iPodをト
ランスミッターにセットして 30秒経過
すると、トランスミッターの赤色ランプ
が点滅します。）

対応 iPod を使ってください。
対応 iPod を使っているのに認証されない場合
は、iPod をトランスミッターに接続し直して
ください。頻繁に発生する場合は、iPodをト
ランスミッターから取りはずし、iPod の電源
を入れ直してから再度接続してください。

77

iPodとトランスミッター間に通信エ
ラーが発生している。
（この場合、iPodをトランスミッターに
セットして 30秒経過すると、トランス
ミッターの赤色ランプが点滅します。）

iPod をトランスミッターに接続し直してくだ
さい。頻繁に発生する場合は、iPod をトラン
スミッターから取りはずし、iPod の電源を入
れ直してから再度接続してください。

46

周囲に 2.4GHz 帯を使用している機器が
ある（電子レンジ、コードレス電話、
Wi-Fi 機器など）。

該当機器をトランスミッターおよび本機から離
すか、無線機器の電源を切ってください。無線
ルーターをお使いの場合は、ルーターのチャン
ネルを端のチャンネル（1ch、13chなど）に
設定してください。

―
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無線接続が確立されてい
るのに、本機から音が出
ない

本機の音量が小さい。 音量を調節してください。 30

本機で消音されている。 消音を解除してください。 30

本機の入力がトランスミッター（YIT）
になっていない。

入力をトランスミッター（YIT）に切り替えて
ください。 46

iPod にヘッドホンが接続されている。 ヘッドホンを iPod から取り外してください。 ―

パソコンの音声出力デバイスとしてトラ
ンスミッターが選ばれていない。

パソコンの音声出力設定を確認し、パソコンの
音声出力デバイスとしてトランスミッターを選
んでください。（トランスミッターの表示名は
オペレーティングシステムにより異なります。）

47

音が途切れる
（トランスミッターの緑色
ランプが点滅している）

トランスミッターが本機から離れすぎて
いる。

トランスミッターを本機に近づけてください。 ―

トランスミッターの電波が人体や金属、
壁などで遮られている。

電波が遮られないように、トランスミッターの
位置を調整してください。 ―

周囲に 2.4GHz 帯を使用している機器が
ある（電子レンジ、コードレス電話、
Wi-Fi 機器など）。

該当機器をトランスミッターおよび本機から離
してください。 ―

パソコンからの音が出な
い

グループ IDが A1～ A3または B1～
B3になっている。

グループ IDを C1～ C3にしてください。 47

iPhone の着信音が本機か
ら出力される

iPhoneがトランスミッターに接続され
ているときに着信があった。

着信音を出力したくない場合は、iPhone をマ
ナーモードに設定してください。 ―

Wi-Fi 機器の通信が不安定
になる

トランスミッターの電波がWi-Fi通信に
干渉している。

トランスミッターをWi-Fi 機器から離してくだ
さい。頻繁に発生する場合は、iPod（またはパ
ソコンと接続した USB ケーブル）をトランス
ミッターから取り外し、しばらく待ってから接
続し直してください。

―

USB機器（YSP-4300のみ）

症状 原因 対策 参照ページ

USB機器が認識されない USB機器がUSB端子に正しく接続され
ていない。

本機の電源を切り、USB機器を接続しなおして
ください。 54

FAT16/32 フォーマット以外のUSB機器
を使用している。

FAT16/32 フォーマットのUSB機器 (USBハー
ドディスクを除く )を使用してください。 ―

USB機器のフォルダーや
ファイルが表示されない

本機が認識できないファイル構成が適用
されている。

本機が認識できるフォルダー階層は最大 8階層、
ファイル数は 1階層あたり最大 65000個です。
必要に応じてUSB 機器のフォルダー構成を変更
してください。

―

暗号化機能によりUSB機器内のデータが
保護されている。

暗号化機能のないUSB機器を使用してくださ
い。 ―

症状 原因 対策 参照ページ
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故障かな？と思ったら
リモコン

症状 原因 対策 参照ページ

リモコンで本機を操作で
きない

リモコン操作範囲からはずれている。 本体のリモコン受光部から 6m以内、角度 30°
以内の範囲で操作してください。 16

受光部に日光や照明（インバーター蛍光灯
やストロボライトなど）が当たっている。

照明、または本体の向きを変えてください。 ―

乾電池が消耗している。 乾電池をすべて新品に交換してください。 16

テレビリモコンリピー
ター機能を使ってテレビ
を操作できない

テレビリモコンリピーター機能が無効に
なっている。

テレビリモコンリピーター機能を有効にしてく
ださい。 13

赤外線信号以外のリモコンを使用してい
る。（赤外線リモコンでも対応していな
い場合があります。）

この場合はテレビリモコンリピーター機能を利
用できません。テレビのリモコン受光部が隠れ
ないようにセンターユニットを移動し、テレビ
リモコンでテレビを直接操作してください。

―

センターユニットとテレビの距離が遠す
ぎる、または近すぎる。

センターユニットを移動して、テレビリモコン
リピーターとテレビ（リモコン受光部）の距離
を調節してください。
必要に応じて、センターユニットのスペーサー
の取り付け、取りはずしを行ってください

13

センターユニットの電源コードが抜けて
いる。

電源コードをコンセントに接続してください。 18

センターユニットとテレビの間にコード
などの障害物がある。

障害物を取り除いてください。 ―
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iPod（USB端子接続時）／ USB機器（YSP-4300のみ）

メッセージ 内容 対策 参照ページ

Unknown iPod 本機に対応していない種類の iPodが接
続されています。

本機に対応した iPod を接続してください。 77

Comm.Err USB機器にアクセスできません。
iPodにアクセスできません。

本機の電源をスタンバイにして、USB機器を接続
しなおしてください。それでもエラーが表示される
場合は別の USB機器に音楽ファイルを移動してく
ださい。

54

iPod の電源を入れなおしてください。 ―

No Content 選択した USB機器のフォルダーには、
本機が再生可能なファイルが含まれてい
ません。

本機が再生可能なファイルが含まれている、別の
フォルダーを選択してください。 54

File Corrupted USB機器の曲を再生できません。
iPodの曲を再生できません。

再生可能なファイルか確認してください。ほかの機
器でも再生できない場合は、曲のデータが破損して
いる可能性があります。

54

再生可能なファイルか確認してください。iPod本
体でも再生できない場合は、曲データや記憶領域が
破損している可能性があります。

―

No Device USB機器または iPod が接続されていま
せん。

USB機器または iPodを正しく接続してください。 48、54

USB機器または iPodに不具合があるた
め、接続の確認ができません。

ほかの USB機器または iPodを接続してください。 ―

Loading… ファイルやコンテンツの読み込みなど、
USB機器または iPod を接続したときに
時間がかかる処理を実行しています。処
理が終わるとメッセージは消えます。

―

Unplugged USB機器または iPodが取り外されまし
た。約３秒経過するとメッセージは消え
ます。

―

Root 再生を停止したため、一番上の階層に
戻っています。

再生を始めるとメッセージは消えます。 48
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付録
技術／用語解説
MPEG-2／MPEG-4 オーディオ規格に含まれるデ
ジタル圧縮オーディオ信号です。BS ／地上デジタル
放送で採用されています。最大で5.1 チャンネル音
声までを効率良く圧縮して記録、伝送できます。

本機のHDMI端子が伝送可能な映像信号です。RGB
またはYCbCr信号の処理を、従来の8 ビットに対し
て10／12／16 ビットで処理することで、より豊か
な色調表現が可能です。表現できる色の数が従来の
数百万色から数億色に増えたことにより、グラデー
ションの表現力や暗部のディテール再現力が向上
し、カラーバインディング（しま模様状になる色の
変化）の少ない画像を楽しめます。

DTS社が開発したデジタル・サラウンド・フォーマッ
ト（音声圧縮技術）で、DVDなどに使用されていま
す。ドルビーデジタルよりも低い圧縮率を採用して
おり、クリアで厚みのある音質で5.1chサウンドが
再生できます。

ブルーレイディスクなどの光ディスク向けに開発さ
れた高品質音声フォーマットです。ブルーレイディ
スクでオプション採用され、96kHz／24bitで最大
7.1chのディスクリート音声信号を、最大転送レー
ト6Mbps（ブルーレイディスクの場合）で収録可能
です。

ブルーレイディスクなどの光ディスク向けに開発さ
れたロスレス（可逆型）高品質音声フォーマットで
す。ブルーレイディスクで標準採用され、96kHz／
24bitで最大7.1chのディスクリート音声信号を、最
大転送レート24.5Mbps（ブルーレイディスクの場
合）で収録可能です。

世界業界標準規格であるHDMI（High-Definition
Multimedia Interface Specification）規格に準じ
た、テレビ向けのデジタルインターフェースです。
著作権保護技術（HDCP：High-bandwidth Digital
Content Protection System）に対応しているた
め、デジタルビデオ／オーディオ信号をデジタルの
まま劣化させることなく、１本のケーブルで伝送で
きます。

アナログ信号をデジタル信号に変換する代表的な方
式です。PCMは非常に短く区切った単位時間あたり
の信号レベルを符号化（コード化）します。MP3形
式やATRAC形式のような圧縮処理を用いないこと
から、リニアPCMとも呼ばれています。CDやDVD
オーディオの録音方式などに採用されています。

本機のHDMI端子が伝送可能な映像信号です。色空
間規格の一つで、sRGB 規格より広い色空間を持っ
ているため、今までできなかった色の表現が可能で
す。sRGB 規格の色域との互換性を確保しながら色
空間を拡張し、より鮮明で自然な映像になっていま
す。特に静止画やCG で高い効果が得られます。

デジタルサウンドプロジェクターには小口径のス
ピーカーが均等に配列されています。 適切に信号処
理を施した音声信号を各スピーカーに個別に出力さ
せることで 音に強い指向性を持たせることができま
す。これを音声ビームと言います。 

アナログ音声信号をデジタル信号化する際に、1 秒
間にサンプリング（信号の大きさを数値に置き換え
ること）を行う回数をサンプリング周波数といいま
す。再生できる周波数帯は「サンプリング周波数」で
決まり、サンプリング周波数が高いほど再生可能な
音域が広がることになります。

AAC（アドバンスト・オーディオ・
コーディング）

Deep Color

DTS

DTS-HDハイレゾリューション
オーディオ

DTS-HDマスターオーディオ

HDMI

PCM（パルス・コード・モジュ
レーション）

x.v.Color

音声ビーム

サンプリング周波数
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音域の範囲や他の性質の違いによって分類された
オーディオの種類です。
例：7.1 チャンネル
• フロントスピーカー用、左（1ch）、右（1ch）
• センタースピーカー用（1ch）
• サラウンドスピーカー用、左（1ch）、右（1ch）
• サラウンドバックスピーカー用、左（1ch）、
右（1ch）

• サブウーファー用（1ch　×　0.1*　＝　0.1ch）
* さらに超低音を出すためのチャンネルです。音声
の帯域が低域のみに制限されているため、0.1と
表現されます。

フロントサラウンド型のスピーカーシステムなが
ら、リアルサラウンドが実現できるという画期的な
システムです。 
デジタルサウンドプロジェクターでは音声ビームを
最大5チャンネル分合成し、フロント、センターお
よびサラウンドの各チャンネルの信号をセンターユ
ニットから出力させます。 
フロントとリア成分は部屋の壁に反射させ、戻って
きた音を利用することでリアルなサラウンド再生が
可能になります。フロントとサラウンド信号の組み
合わせで7ch再生も楽しめます。 
本機ではサブウーファーも組み合わせて使用し、
0.1ch分の対応としています。 
これを標準的なスピーカーで実現させるには、7.1ch
再生を行うためにはアンプに加えスピーカー7本（フ
ロント2本、センター 1本、サラウンド2本、およ
びサラウンドバック2本にサブウーファー 1本）を
設置する必要があります。 

本機は音声をビーム化し壁面に反射させることでリ
アルサラウンドを実現しています。

ブルーレイディスクなどの光ディスク向けに開発さ
れたロスレス（可逆型）高品質音声フォーマットで
す。ブルーレイディスクでオプション採用され、
96kHz／24bit時には最大8chのディスクリート音
声信号を、最大転送レート18Mbpsで収録可能です。

ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャン
ネル音声を再生できるデジタルサラウンドシステム
です。全帯域の音声成分を持つフロント3 チャンネ
ル（フロント左／右、センター）と、サラウンド2
チャンネル（サラウンド左／右）、低音域専用のLFE
チャンネルの合計5.1 チャンネルで構成されます。サ
ラウンド2 チャンネルがステレオで収録されている
ため、ドルビーサラウンドと比較して、音の移動感
や周囲の環境音がより明確になります。全帯域の5
チャンネルの幅広いダイナミックレンジと正確な音
の定位によって、これまでにない迫力と現実感を再
現できます。

ブルーレイディスクなどの光ディスクや、デジタル
テレビ向けに開発された高品質音声フォーマットで
す。ブルーレイディスクでオプション採用され、最
大7.1chのディスクリート音声信号を、最大転送レー
ト6Mbpsで収録可能です。

ドルビープロロジック IIの上位規格で、ステレオ信
号やマルチチャンネル信号を7.1chで再生するため
の技術です。ドルビープロロジック IIの5.1chに対
し、サラウンドバックの2chが追加されています。
再生するソースに合わせて、映画用のMovieモード
（2ch信号入力時のみ）と音楽用のMusicモード、
ゲーム用のGameモードの3つが用意されています。

チャンネル（ch）

デジタルサウンドプロジェクター

標準的な7.1 チャンネルスピーカーシステム

フロントスピーカー

サブウーファー

センター
スピーカー

サラウンドバックスピーカー
サラウンドスピーカー

ドルビー TrueHD

ドルビーデジタル

ドルビーデジタルプラス

ドルビープロロジック IIx

本機のサウンドイメージ
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主な仕様

YSP-CU4300
アンプ部
• 定格出力
ウーファー（100Hz、1％ THD、4Ω）...........................124W
ツイーター (1kHz、1％ THD、4Ω) ..............................37.4W

• 実用最大出力
ウーファー（100Hz、10％ THD、4Ω）.........................150W
ツイーター (1kHz、10％ THD、4Ω) ...............................44W

スピーカー部
• スピーカー形式.....................................................密閉型／非防磁型
• ユニット
ツイーター ................................................2.8cmコーン× 22
ウーファー ..................................................6.5cmコーン× 2

• インピーダンス..................................................................4Ω

入力端子
• オーディオ入力
光デジタル ..............................................2（TV、光デジタル）
同軸デジタル ........................................................... 1（AUX）
アナログ ......................................................................... 1組

• HDMI入力........................................... 4（HDMI入力 1～ 4）

出力端子
• HDMI出力（ARC）.............................................................. 1

その他の端子
• インテリビームマイク .......................................................... 1
• USB................................................................................... 1
• RS-232C.................................................1（工場サービス用）
• IR出力 ....................................................1（工場サービス用）

ＦＭチューナー部
• 受信周波数範囲.................................... 76.0MHz～ 90.0MHz

ワイヤレス接続
• 周波数帯域 ................................................................2.4GHz
• 通信距離 .................................................約 20m（妨害のないとき）

総合
• 電源電圧 ............................................ AC100Ｖ、50／ 60Hz
• 消費電力 ........................................................................60W
• 待機消費電力

HDMIコントロール　オン、インターロック　オン時
.............................................................................2.5W以下
HDMIコントロール　オフ、インターロック　オフ時
.............................................................................0.5W以下

• 寸法（幅×高さ×奥行き）
（付属のスペーサー除く）....................... 1102× 86× 161mm
（付属のスペーサー含む）.................... 1102× 99.5× 161mm

• 質量............................................................................. 6.9kg

YSP-CU4300＋ NS-WSW160
• 再生周波数帯域（－10dB、ステレオ再生）........30Hz～ 22kHz
• クロスオーバー周波数 ..........................160Hz（ステレオ再生）

160Hz、500Hz（サラウンド再生）

YSP-CU3300
アンプ部
• 定格出力
ウーファー（100Hz、1％ THD、6Ω）..............................90W
ツイーター (1kHz、1％ THD、4Ω) ..............................27.2W

• 実用最大出力
ウーファー（100Hz、10％ THD、6Ω）..........................100W
ツイーター (1kHz、10％ THD、4Ω) ...............................32W

スピーカー部
• スピーカー形式.....................................................密閉型／非防磁型
• ユニット
ツイーター ............................................... 2.8cmコーン× 16
ウーファー ................................................. 6.5cmコーン× 2

• インピーダンス................ 6Ω（ウーファー）、4Ω（ツイーター）

入力端子
• オーディオ入力
光デジタル ..............................................2（TV、光デジタル）
同軸デジタル ...........................................................1（AUX）
アナログ .........................................................................1組

• HDMI入力........................................... 4（HDMI入力 1～ 4）

出力端子
• HDMI出力（ARC）...............................................................1

その他の端子
• インテリビームマイク ..........................................................1
• RS-232C.................................................1（工場サービス用）
• IR出力.....................................................1（工場サービス用）

ワイヤレス接続
• 周波数帯域 ................................................................2.4GHz
• 通信距離..................................................約 20m（妨害のないとき）

総合
• 電源電圧 ............................................ AC100Ｖ、50／ 60Hz
• 消費電力 ........................................................................40W
• 待機消費電力

HDMIコントロール　オン、インターロック　オン時
.............................................................................2.5W以下
HDMIコントロール　オフ、インターロック　オフ時
.............................................................................0.5W以下

• 寸法（幅×高さ×奥行き）
（付属のスペーサー除く）....................... 1002× 86× 161mm
（付属のスペーサー含む）.................... 1002× 99.5× 161mm

• 質量 .............................................................................6.3kg

YSP-CU3300＋ NS-WSW160
• 再生周波数帯域（－10dB、ステレオ再生）........30Hz～ 22kHz
• クロスオーバー周波数 ......................... 160Hz（ステレオ再生）

160Hz、500Hz（サラウンド再生）

* 仕様、および外観は、改良のため予告なく変更することがあり
ます。

ワイヤレスサブウーファー（NS-WSW160）の主な仕様につい
ては、ワイヤレスサブウーファーに付属している取扱説明書をご
覧ください。

ワイヤレスサブウーファー（NS-WSW160）の主な仕様につい
ては、ワイヤレスサブウーファーに付属している取扱説明書をご
覧ください。
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YIT-W12TX
• 消費電力................................................................ 0.3W以下
• 許容通過電流 ..........................................................2.1A以下
• 接続端子 ............................................ドックコネクタ、Micro USB
• サンプリング周波数...........48kHz（iPod/iPhone/iPad接続時）

32kHz、44.1kHz、48kHz（パソコン接続時）
• ワイヤレス部
周波数帯域............................................................ 2.4GHz帯
通信距離 .................................................約 20m（妨害のないとき）
伝送遅延 ........................................グループ ID（A、B）：12msec

グループ ID（C）：50msec
• 寸法（幅×高さ×奥行き）.........................40× 38.5× 10mm
• 質量 ............................................................................ 10.3g

* 仕様、および外観は、改良のため予告なく変更することがあり
ます。

対応 iPod／ iPhone／ iPad（2012年6月現在）
• iPod touch（第 1～ 4世代）
• iPod nano（第 3～ 6世代）
• iPhone 4S、iPhone 4、iPhone 3GS、iPhone 3G、

iPhone
• iPad（第 3世代）、iPad2、iPad

対応パソコン（オペレーティグシステム）
（2012年6月現在）
• Windows 7、Windows Vista、Windows XP
• Mac OS X (10.6 以降）

対応 USB機器（YSP-CU4300）
iPod／ iPhone／ iPad（2012年6月現在）
• iPod touch（第 1～ 4世代）
• iPod nano（第 3～ 6世代）
• iPhone 4S、iPhone 4、iPhone 3GS、iPhone 3G、

iPhone
• iPad（第 3世代）、iPad 2、iPad

USBメモリー
• マスストレージクラスの USBメモリー
（FAT16／ FAT32）

• 音声フォーマット
－WAV（8kHz～ 48kHz、16bit）
－MP3（8kHz～ 48kHz、5kbps～ 320kbps）
－WMA（8kHz～ 48kHz、5kbps～ 384kbps）
－MPEG4-AAC（8kHz ～ 48kHz、8kbps ～

320kbps）

本機の無線方式について

「2.4」 2.4GHz 帯を使用する無線設備
「XX」 変調方式はその他の方式
「4」 想定干渉距離が40m 以内

全帯域を回避可能

本機を使用して iPhoneを充電している際、本機
が iPhoneの電波に影響を及ぼす場合があります。
また本機の電波と iPhoneの電波はお互いに干渉
する場合があります。もし通話時に不具合を感じ
た際は、iPhoneを本機から取り外してご使用くだ
さい。

無線に関するご注意
この製品の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業・科学・医療用機器のほか、工場の製造ライン等で
使用されている移動
体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）および特定小電力無線局（免許を要しない無線局）並びに
アマチュア無線局（免許を要する無線局）が運用されています。
1 この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局並びにアマチュア無
線局が運用されていないことを確認してください。
2 万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合には、速
やかに使用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停止）してください。
77 Ja



主な仕様
「エアワイヤード」「AirWired」は、ヤマハ株式会社の商標です。

「インテリビーム」「IntelliBeam」は、ヤマハ株式会社の商標です。

「シネマ DSP」「CINEMA DSP」は、ヤマハ株式会社の登録商標
です。

「ユニボリューム」「UniVolume」は、ヤマハ株式会社の商標です。

ドルビーラボラトリーズからの実施権により製造されています。
Dolby、ドルビー、Pro Logic、及びダブル D記号qはドル
ビーラボラトリーズの商標です。

米国特許番号：5,956,674; 5,974,380; 6,226,616; 6,487,535; 
7,212,872; 7,333,929; 7,392,195; 7,272,567及び、その他米国
や世界各国に出願し権利を保有する特許に基づき製造されていま
す。DTSと DTS-HD、またそのシンボルマークは DTS, Inc.の登
録商標です。DTS-HD、DTS-HDマスターオーディオ及び DTS
のロゴは DTS, Inc.の商標です。「製品」にはソフトウェアも含み
ます。©DTS, Inc.不許複製。

HDMI、HDMI ロゴ、および High-Definition Multimedia 
Interface は、HDMI Licensing, LLC の商標または登録商標です。

「x.v.Color」はソニー株式会社の商標です。

世界に広く特許申請中の Cambridge Mechatronics Ltdからラ
イセンスを受けています。

' 'は Cambridge Mechatronics Ltdの商標です。

AACロゴマーク はドルビーラボラトリーズの商標です。

「Made for iPod」、「Made for iPhone」、「Made for iPad」とは、
それぞれ iPod、iPhone または iPad 専用に接続するよう設計さ
れ、アップルが定める性能基準を満たしているとデベロッパーに
よって認定された電子アクセサリーであることを示します。
アップルは、これらの機器操作または、安全規制基準に関する一
切の責任を負いません。本機を iPod、iPhone または iPad と使用
する場合、無線通信の性能に影響する場合があります。

iPad、iPhone、iPod、iPod nano、iPod touch は、米国および
その他の国々で登録されている Apple Inc. の商標です。

Windows™

Windows は米国Microsoft Corporation の米国およびその他の
国における登録商標です。Windows XP、Windows Vista、
Windows 7 は、米国Microsoft Corporation の米国およびその他
の国における登録商標、または商標です。
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対応する信号

y
• 本機へ接続する方法について詳しくは、再生機器の取扱説明書をご覧ください。
• お使いの DVD プレーヤーによっては、コピープロテクトがかかった DVD オーディオを再生する場合、映像信号およ
び音声信号が出力されないことがあります。

• 本機は HDCP 非対応の、HDMI や DVI 端子を装備したテレビやプロジェクターには対応していません。HDCP 対応
の有無については、お使いの HDMI 機器や DVI 機器の取扱説明書をご覧ください。

• ビットストリーム音声信号をデコードするには、再生機器がビットストリーム信号をそのまま出力するように、再生機
器で設定を変更してください。詳しくは、再生機器の取扱説明書をご覧ください。

― 解像度
• 480i/60Hz
• 576i/50Hz
• 480p/60Hz
• 576p/50Hz
• 720p/60Hz, 50Hz
• 1080i/60Hz, 50Hz
• 1080p/60Hz, 50Hz, 24Hz
― Deep Color
― x.v.Color
― 3D映像信号
― 4K2K対応

HDMI

本機が受信可能な音声信号
音声フォーマット 詳細 主なディスク

2 チャンネルリニア PCM 2ch、32～ 192kHz、16/20/24bit CD、DVD-Video、DVD-Audio

マルチチャンネルリニア PCM 8ch、32～ 192kHz、16/20/24bit DVD-Audio、ブルーレイディスク、HD 
DVD

ビットストリーム
（SDオーディオ）

ドルビーデジタル、ドルビーデジタルサラ
ウンド EX、DTS、DTS-ES、AAC

DVD-Video

ビットストリーム
（HDオーディオ）

ドルビー TrueHD、ドルビーデジタルプラ
ス、DTS-HDマスターオーディオ、DTS-
HDハイレゾリューションオーディオ

ブルーレイディスク、HD DVD

本機が伝送可能な映像信号 1)

デジタル音声（光・同軸）

音声フォーマット 詳細 主なディスク

2チャンネルリニア PCM 2ch、32～ 96kHz、16/20/24bit CD、DVD-Video、DVD-Audio

ビットストリーム ドルビーデジタル、ドルビーデジタルサラ
ウンド EX、DTS、DTS-ES、AAC

DVD-Video

接続したテレビの性能により、伝送する映像信号の解像度
などが変わります。

1) y
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安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や財産への損害を
未然に防止するためのものです。必ずお守りください。
お読みになったあとは、使用される方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

■ 記号表示について
この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。

■ 「警告」と「注意」について
以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、
「警告」と「注意」に区分して掲載しています。

電源プラグは、見える位置で、手が届く範囲のコン
セントに接続する。
万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。

下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグを
コンセントから抜く。
● 異常なにおいや音がする。　● 異常に高温になる。
● 内部に水や異物が混入した。● 煙が出る。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

電源コードを傷つけない。
● 重いものを上に載せない。
● ステープルで止めない。● 加工をしない。
● 熱器具には近づけない。● 無理な力を加えない。
芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因に
なります。

必ずAC100V（50/60Hz）の電源電圧で使用する。
それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因に
なります。

電池を充電しない。
電池の破裂や液もれにより火災やけがの原因になります。

電池からもれ出た液には直接触れない。
液が目や口に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐ
に水で洗い流し、医師に相談してください。

電池を加熱・分解したり、直射日光にさらしたり、
火や水の中へ入れない。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

 警告 この表示の欄は、「死亡する可能性または重
傷を負う可能性が想定される」内容です。  注意

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または
物的損害が発生する可能性が想定される」内
容です。

 警告

電源/電源コード 電池
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分解・改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。
火災や感電の原因になります。
修理・調整は販売店にご依頼ください。

本機を下記の場所には設置しない。
● 浴室・台所・海岸・水辺
● 加湿器を過度にきかせた部屋
● 雨や雪、水がかかるところ
水の混入により、火災や感電の原因になります。

放熱のため本機を設置する際には:
● 布やテーブルクロスをかけない。
● じゅうたん・カーペットの上には設置しない。
● 仰向けや横倒しには設置しない。
● 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。
（センターユニットの周囲に左右1cm、上5cm、背面
5cm以上のスペースを確保する。）
本機の内部に熱がこもり、火災の原因になります。

医療機関の屋内など医療機器の近くで使用しない。
電波が医療用電気機器に影響を与えるおそれがあります。

心臓ペースメーカーや除細動器などの装着部分から
22 cm 以上離して使用する。
ペースメーカーや除細動器に影響を与え重大事故につな
がる場合があります。

十分な耐荷重強度のある、水平で安定した場所に設
置する。
傾斜面や、水平でないところ、カーペット、畳などの安
定しない面や変形する面などに設置しないでください。

放熱用の通風孔から金属や紙片など異物を入れない。
火災や感電の原因になります。

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず
販売店に点検や修理を依頼する。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

雷が鳴りはじめたら、電源プラグには触れない。
感電の原因になります。

本機の上には、花瓶・植木鉢・コップ・化粧品・
薬品・ロウソクなどを置かない。
水や異物が中に入ると、火災や感電の原因になります。
接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因
になります。

放熱用の通風孔、パネルのすき間から金属や紙片な
ど異物を入れない。
火災や感電の原因になります。

電源プラグのゴミやほこりは、定期的にとり除く。
ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグがショー
トして火災や感電の原因になります。

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセ
ントから抜く。
火災や感電の原因になります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱら
ない。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し
込む。
差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、プラグ
にほこりが堆積して発熱や火災の原因になります。

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコンセ
ントは使用しない。
感電や発熱および火災の原因になります。

本機を主電源から完全に切り離すには、電源プラグ
をコンセントから抜く。
本体の キーでシステムオフ状態にしても、本機はまだ
通電状態にあります。

分解禁止

設置

使用上の注意

お手入れ

 注意

電源/電源コード
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電池は極性表示（プラス＋とマイナス－）に従って、
正しく入れる。
間違えると破裂や液もれにより、火災やけがの原因にな
ります。

電池は幼児の手の届かない所に保管する。
口に入れたりすると危険です。

指定以外の電池は使用しない。また、種類の異なる
電池や、新しい電池と古い電池を混ぜて使用しない。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

電池と金属片をいっしょにポケットやバッグなどに
入れて携帯、保管しない。
電池がショートし、破裂や液もれにより、火災やけがの
原因になります。

長時間使用しない場合は、電池を電池ケースから抜
いておく。
電池が消耗し、電池から液漏れが発生し、本機を損傷す
るおそれがあります。

下記の場合には、すべての乾電池を新しいものに交
換する。
● リモコンの操作範囲がせまくなった
● トランスミッションインジケーターが光らない、 
または光が弱くなった

古い乾電池を使用していると、破裂や液もれにより、火
災やけがの原因になります。

使い切った電池は、すぐに電池ケースから取り外す。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

新しい乾電池を入れる前に、電池ケース内をきれい
にふく。
異物が入ると、火災や故障の原因になります。

使い切った電池は、自治体の条例または取り決めに
従って廃棄する。

不安定な場所や振動する場所には設置しない。
本機が落下や転倒して、けがの原因になります。

あおむけや横倒しには設置しない。
故障やけがの原因となることがあります。

直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる
場所（暖房機のそばなど）には設置しない。
本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、
火災の原因になります。

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。
ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に
なります。

機器を接続する場合は、接続する機器の電源を切る。

他の電気製品とはできるだけ離して設置する。
本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を
あたえるおそれがあります。

無線ネットワークを使用する場合は、金属製の壁や
机、電子レンジ、他の無線ネットワーク機器の近く
への設置を避ける。
遮蔽物があると通信可能距離が短くなる場合があります。

ブラウン管を使用したディスプレイから離して設置
する。
色むらが起きることがあります。

屋外アンテナ工事は販売店に依頼する。
工事には、技術と経験が必要です。

工事はお買上げ店または専門の工事業者に依頼する。
工事は技術と経験が必要です。不充分な取付けは、本機
が落下して、けがをする原因になります。お客さまによ
る工事は一切行わないでください。

移動をするときには電源スイッチを切り、すべての
接続を外す。
接続機器が落下や転倒して、けがの原因になります。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

電池 設置

移動
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再生を始める前には、デジタルサウンドプロジェク
ターの音量（ボリューム）を最小にする。
突然大きな音が出て、聴覚障害の原因になります。

音が歪んだ状態で長時間使用しない。
スピーカーが発熱し、火災の原因になります。

環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生
することがあります。
正常に動作しないときには、電源を入れない状態でしば
らく放置してください。

外部機器を接続する場合は、各機器の取扱説明書を
よく読み、説明に従って接続する。

業務用機器とは接続しない。
デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と
業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオー
ディオインターフェースに接続する目的で設計されてい
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機
器との接続は、本機の故障の原因となるばかりでなく、
スピーカーを傷める原因になります。

水やお茶などの液体をこぼさない。
電池がショートし、破裂や液もれにより、火災やけがの
原因になります。
故障の原因になります。

落としたり、強い衝撃を与えたりしない。
故障の原因になります。

下記のような場所に置かない。
● 風呂場の近くなど、湿度が高いところ
● 暖房器具やストーブの近くなど、温度が高いところ
● 極端に寒いところ
● ほこりの多いところ
火災や故障の原因になります。

お手入れをするときには、必ず電源プラグを抜く。
感電の原因になります。

薬物厳禁
ベンジン・シンナー・合成洗剤等で外装をふかない。
また接点復活剤を使用しない。
外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。

使用上の注意

リモコン

お手入れ
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ワイヤレスサブウーファー（NS-WSW160）を
お使いになる前に
ワイヤレスサブウーファーに付属している取扱説明書の「安全
上のご注意」を必ずお読みください。

機器を電源コンセントの近くに設置し、電源プラグに容易に手
が届く状態でご使用ください。

音楽を楽しむエチケット
楽しい音楽も時と場所によっては大変気に
なるものです。隣近所への配慮を充分にし
ましょう。静かな夜間には小さな音でもよ
く通り、特に低音は床や壁などを伝わりや
すく、思わぬところに迷惑をかけてしまい
ます。適当な音量を心がけ、窓を閉めたり、

ヘッドホンをご使用になるのも一つの方法です。音楽はみん
なで楽しむもの、お互いに心を配り快適な生活環境を守りま
しょう。

本機は「JIS C 61000-3-2」適合品です。
JIS C 61000-3-2適合品とは、日本工業規格「電磁両立性第
3-2部：限度値ー高調波電流発生限度値（1相当たりの入力電
流が 20A以下の機器）」に基づき、商用電力系統の高調波環境
目標レベルに適合して設計・製造した製品です。

本製品は、電波法に基づく技術基準適合証明及び電気通信事業
法に基づく技術基準適合認定を受けた通信機器を内蔵しており
ます。

製品ラベルは本体の底面に掲示してあります。

ご注意
この取扱説明書に記載されている以外の調節や操作は、有害な
放射を引き起こす可能性があります。

YSP-CU4300

YSP-CU3300
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